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法人の概要 
名 称 仮認定 NPO 法人地域健康づくり支援会ワンツースリー 

設 立 平成 17 年 9 月 28 日 

理 事 長 北澤 一利 

理 事 秋田ひろ子（余市町）、阿部澄子（網走市）、岩本美津枝（旭川市）、長内喜四三（札幌市）、

角谷巍啓（帯広市）、小林友幸（釧路市）、佐藤悠子（函館市）、尚和里子（札幌市）、菅原

堅治（釧路市）、平岡亮（釧路市）、三岩澄子（札幌市）、森  満（札幌市）、吉岡ゆう（札

幌市） 

監 事 安藤百合子（札幌市）、宮出久生（札幌市） 

職 員 数 常勤 2 名 

正 会 員 数 2,968 名（平成 25 年 6 月 1 日現在） 

事 務 局 〒001-0023 北海道札幌市北区北 23 条西 6 丁目 1−45 浜ビル 1 階 

TEL  011-747-5007 FAX  011-747-5008 

Mail  info@1to3.jp   HP   www.1to3.jp 

 

法人の事業と目的 

特定非営利活動法人地域健康づくり支援会ワンツースリーは、地域住民、大学、小中高等学校、およ

び市町村自治体の間に協力関係を築きながら、幅広い人々を対象とする健康づくりや介護予防の指導及

び助言、自然を利用した環境教育や学校の安全確保等の事業をとおして、子どもたちや高齢者を支える

やさしいまちづくりの推進に貢献することを目的に、次のような事業を行っています。 

1. 地域の健康教室の運営支援 

2. 市町村の健康関連事業へのプログラム及び人材の提供 

3. 健康づくり指導者の養成及び指導技術向上支援 

4. 地域の健康づくりや介護予防に関する研究及び運動プログラムや教材開発 

5. その他この法人の目的を達成するために必要なこと 

 

現在取り組んでいる事業 

健康づくり支援事業 

機関紙の発行や研修会実施を通じて、全国各

地域で行われているふまねっとサポーターの

ボランティア活動を支援しています。 

地域福祉人材養成事業 

高齢者、一般住民等を対象に、ふまねっと運

動の指導者（サポーター、インストラクター）

の養成を行っています。 
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公共施設管理事業 

地域の防犯と健康づくりをかねて、大学のグ

ランド整備の委託事業を請け負い、地域住民

ボランティアさんの力を借りています。 

研究開発普及促進事業 

介護予防や転倒予防、認知症予防に効果的な

運動プログラムの研究開発と、障がい者の社

会参加を支援する活動を行っています。 
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刊行の目的 
理事長 北 澤 一 利 

この「ふまねっとボランティアシャトル」は、昨年度当法人にご寄附を下さった皆様に対して、その

寄附金がどのように使われたのかを明らかにして、ご報告するために発行するものです。東日本大震災

復興支援活動がきっかけではじまり、今回で第 2 号の発行となります。 

ご存じのとおり、NPO 法人とは公益に資する非営利活動（＝ボランティア活動）を促進するために

設けられた法人です。そして、その主要な財源は自由な市民から頂戴する寄附金です。したがって、NPO

法人が集める寄附金の総額は、その法人がどれくらい公益に資する活動を行っているのか、どれくらい

広く市民からの支持を仰ぐことができたのかという評価にかかっているといえるでしょう。 

この報告書に「ボランティアシャトル」という名前を付けたのは、当法人が取り組む活動が、1 度き

りのボランティア活動ではなく、何度も「頻繁」に繰り返されるボランティア活動にしたいことと、そ

れが「定期便（＝シャトル）」に発展して、地域の住民と正会員の皆様の間に「定期航路（信頼関係）」

を築けるようにという願いが込められているからです。そして、それによって当法人が「社会的使命」

を果たすことができると考えたからです。 

この NPO 法人の「社会的使命」とは、できるだけ多くのボランティア人材を養成することと、でき

るだけ多くのボランティア活動を実現することです。現在、当法人にはふまねっとサポーターが 1,932

人、インストラクターが 1,358 人、合計 2,968 人（重複所有者を除く）の正会員がボランティア人材と

なって在籍して下さっています（平成 25 年 6 月 1 日現在）。そして、その皆様が全国の各地域で数えき

れないほど多くの健康教室や福祉活動に取り組んで下さっております。 

そうした皆様のご尽力に加えて、平成 24 年度中、当法人は合計 529 名の方より、総額 1,534,098 円

のご寄附を頂きました。大変多くの方々がご寄附を下さいました。皆様には、当法人の活動に対するご

理解とご支援を賜りまして、誠にありがとうございました。あらためて深くお礼を申し上げます。 

昨年度は、この寄附金を二つの事業に使わせていただきました。一つは、サポーター対象の「研修会」

の経費です。もう一つは「被災地支援活動」の経費です。昨年は合計 25 回の研修会を行い、そこに延

べ 509 人のサポーターが参加して技術向上に役立てました。もう一つの被災地支援活動は、一昨年度か

ら岩手県で行っている被災地支援活動を継続させることができました。具体的には、遠野支部のサポー

ターのご協力で合計 39 回、延べ 439 人の被災者を含む住民を対象にふまねっと教室を実施することが

できました。そして、岩手県内にふまねっとインストラクターを増やす成果につながりました。 

また、すでに機関紙「ふまねっとひろば春号」でご報告したとおり、当法人は平成 25 年 1 月に、札

幌市から「仮認定 NPO 法人」の認証を受けました。これによって、ご寄附を下さった方は、税制上の

優遇措置を受けることができます。そこで、今後はこれをきっかけに、さらに多くの寄附金を仰ぎつつ、

その寄附金をより大きな社会貢献につなげていくような活動をしたいと考えております。皆様に安心し

てご寄附をいただくためにも、また今後の高齢化社会の課題解決のためにも、このふまねっとボランテ

ィアシャトルが広く皆様の信頼にこたえるような役割を果たして参りたいと存じます。 

平成 25 年 6 月 30 日 
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巻頭言：ふまねっとはプラス・アルファ！  
北 澤 一 利 

○週に 1回のふまねっと運動だけでは足りません 

 ふまねっと運動には、歩行機能や認知機能を改善する高い効果が期待できます。また、ふれあいサロ

ン活動などを通じて、地域のコミュニティー活動を盛んにすることができます。初めは月に 1 回だった

教室が、次第に月に 2 回となり、やがて週に 1 回となるように増えていくと、それだけで地域に親しみ

が増していき、住民同士の協力関係が高いまちづくりにつながっていきます。 

 ところで、まちづくりは成功したとしても、週に 1 度のふまねっと運動だけではサポーターの皆さん

自身の健康維持にとって十分ではありません。ふまねっと教室に通っていろんなステップができるよう

になったら、次は毎日継続して運動を行うことに挑戦してみてください。普段着のまま、10 分から 15

分くらいの運動からはじめるのがいいでしょう。近くの歩きやすい安全な道を選んで散歩に出かけるこ

とをお勧めします。あわてず、いそがず、しっかりと歩いて下さい。 

 慣れてきたら「毎日 40 分運動すること」を目標としましょう。なぜなら、国立健康・栄養研究所の

宮地主任研究員によりますと、「1 日合計 40 分運動する 65 歳以上の高齢者は、10～15 分程度の人より

もがんや生活習慣病、認知症になるリスクが 21%減少する」からです（朝日新聞、平成 25 年 5 月 19

日）。厚労省は、最近「1 日合計 40 分体を動かすこと」という健康づくりの活動基準を作成しました。 

運動が毎日 40 分できるようになれば、皆様の健康はひとまず安心です。そこで今度は、近頃元気が

なくなっている地域の仲間に皆様の力を貸してあげる番です。それがふまねっとサポーターの役割であ

り、ふまねっとの本当の力はそこにあるからです。 

 

○ふまねっと運動の対象と方法 

 ふまねっと運動は、歩行が低下した人を「1 日 40 分の運動ができる」ように回復するために最適な

運動です。そして、このように歩行が低下した方々こそ、ふまねっと運動の「対象」だと考えます。ご

家族や、ご近所にそのような方はいらっしゃいませんか？歩行が低下している高齢者は、運動に参加す

る自信がなく、意欲が低下しています。そこで皆様が、こうした消極的な高齢者をふまねっと運動に誘

って一緒に練習することができれば、歩行が改善するだけでなく意欲や頑張りも高まるでしょう。ぜひ、

皆様の力を貸してあげてほしいと思います。 

 

○ボランティア活動は健康維持に効果的 

 ボランティア活動は、健康や自立を保つために効果的であるという研究報告があります。北海道大学

医学部の岸玲子教授が行った研究によれば（笹谷春美、『介護予防』光生館、2009 年、p93）、要介護認

定を受けていない人を「自立」とし、受けている人を「障害あり」として調べたところ、9 年間の追跡

調査の結果、他の人にサポートを提供するようなボランティア活動に「参加していない」は、「参加し

ている」人と比べて 2.32 倍も「障害あり」になる確率が高いという結果になりました。これは、ふま
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ねっとサポーターのように、他の人の力になって教えてあげるボランティア活動が健康や自立を守るた

めに、運動に加えてさらに＋α（プラス・アルファ）の有利な効果があることを意味しています。 

地域福祉人材養成事業 

 

１．ふまねっとサポーター養成講習の実施 

 平成 17 年より、主に一般地域住民を健康づくりの担い手として養成することを目的に、ふまねっと

運動を安全に楽しく指導するボランティア人材である、「ふまねっとサポーター」の養成講習会を開催

しています。運動に関して専門知識を持たない一般住民が、身近な場所で安全に継続して健康づくりに

取り組む機会を増やすとともに、高齢者の社会参加の場を広げることを重視しています。24 年度は新た

に青森県、静岡県で講習会を実施しました。 

 

ふまねっとサポーター養成講習開催状況 

 回数 日 付 市町村 受講者数 主催者 

1 127 回 4 月 10 日 岩見沢市 15 シーズネット空知支部 

2 128 回 4 月 21 日 札幌市 10 ワンツースリー 

3 129 回 5 月 10 日 上富良野町 11 ふまねっとクラブ 

4 130 回 5 月 26 日 札幌市 11 ワンツースリー 

5 131 回 6 月 2 日 網走市 29 ふまねっと網走 1・2・3 

6 132 回 6 月 16 日 札幌市 9 ワンツースリー 

7 133 回 6 月 21 日 浜頓別町 9 浜頓別町老人クラブ連合会 

8 134 回 6 月 30 日 旭川市 29 ふまねっとセンター旭川 

9 135 回 7 月 7 日 函館市 13 協力 函館認知症の人を支える会 

10 136 回 7 月 21 日 札幌市 9 ワンツースリー 

11 137 回 7 月 28 日 岩手県遠野市 3 ワンツースリー 

12 138 回 8 月 4 日 北見市 15 協力 北見市認知症の人と家族の会 

13 139 回 8 月 18 日 札幌市 7 ワンツースリー 

14 140 回 8 月 26 日 釧路市 24 ワンツースリー 

15 141 回 8 月 31 日 比布町 23 比布町地域包括支援センター 

16 142 回 9 月 1 日 帯広市 12 協力 帯広ふまねっとの会 

17 143 回 9 月 8 日 佐賀県吉野ヶ里町 18 吉野ヶ里町社会福祉協議会 

18 144 回 9 月 15 日 札幌市 7 ワンツースリー 

19 145 回 9 月 26 日 青森県青森市 28 長寿社会開発センター 

20 146 回 10 月 5 日 静岡県藤枝市 24 ワンツースリー 

21 147 回 10 月 6 日 静岡県静岡市 7 協力 静岡市総合レクリエーション協会 

22 148 回 10 月 18 日 下川町 20 下川町地域包括支援センター 
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11 55 92 
377 

879 

1,490 

1,934 

2,433 

45 44 37
285

502 611
444 499

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

年度別受講者数

延べ人数

受講者数

23 149 回 10 月 20 日 札幌市 5 ワンツースリー 

24 150 回 10 月 27 日 佐賀県吉野ヶ里町 10 吉野ヶ里町社会福祉協議会 

 回数 日 付 市町村 受講者数 主催者 

25 151 回 11 月 3 日 岩手県釜石市 6 ワンツースリー 

26 152 回 11 月 10 日 旭川市 15 ふまねっとセンター旭川 

27 153 回 11 月 17 日 札幌市 6 ワンツースリー 

28 154 回 11 月 18 日 日高町 13 日高町門別地域包括支援センター 

29 155 回 11 月 24 日 芽室町 9 芽室町社会福祉協議会 

30 156 回 1 月 12 日 札幌市 10 ワンツースリー 

31 157 回 1 月 17 日 佐賀県吉野ヶ里町 18 吉野ヶ里町社会福祉協議会 

32 158 回 1 月 21 日 札幌市 6 厚別西地区センター 

33 159 回 1 月 26 日 帯広市 10 協力 帯広ふまねっとの会 

34 160 回 2 月 2 日 札幌市 11 ワンツースリー 

35 161 回 2 月 9 日 留萌市 7 NPO 法人 るもいコホートピア  

36 162 回 2 月 16 日 札幌市 6 ワンツースリー 

37 163 回 2 月 23 日 釧路市 23 ワンツースリー 

38 164 回 3 月 16 日 札幌市 11 ワンツースリー 

  平成２４年度合計 499 38 回 
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男性

21%

女性

79%

受講者性別
  

 

 

 

平均年齢 61.4 歳 

最低年齢 21 歳 

最高年齢 89 歳 
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ふまねっとサポーター養成講習の様子 

第 145 回 9 月 26 日（水）ねぶたの家ワ・ラッセ（青森県青森市） 

  

受講者の声（講習後アンケートより） 

青森でふまねっとサポーター養成講習会に参加でき、とてもよかった。今後も地方で講習会を実施し、

サポーターを養成し、全国に広がっていけばいいと思います。（56 歳、男性） 

主 催 一般財団法人長寿社会開発センター /協力 青森県長寿社会振興センター 

方 法 青森県内全市町村の介護予防関係者を通じて募集した結果、県内各市町村から 28 名から申し

込みがあった。 

構 成 各市町村ボランティア団体関係者、地域包括支援センター職員、各健康教室参加者 

現 在 むつ市の介護予防に関するボランティア団体の事業として取り組まれ、新たなサポーターを

養成することが検討されている他、他市町村でも少しずつ実践されている。青森県長寿社会

振興センターが相談に応じてサポーター活動を支援している。 

   

第 146 回 10 月 5 日（金）青島南公民館（静岡県藤枝市） 

  

受講者の声（講習後アンケートより） 

あみを意識してまたぐ行動は思っていた以上に難しく、これを継続することで効果があがることはす

ばらしいと思いました。（41 歳、女性） 

協 力 藤枝市青島南公民館 

方 法 事前に体験会を 2回行い、受講者や各関係者に募集した結果 24 名が受講した。 

構 成 ボランティア、地域包括支援センター職員、地域サロン運営者、デイサービス関係者 

現 在 意志のある受講者でサポーター組織を作り、自主練習と出前教室を行っている。 
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第 148 回 10 月 18 日（木）総合福祉センターハピネス（北海道上川郡下川町） 

  

受講者の声（講習後感想発表より） 

最初は抵抗があったけど、失敗しても笑い飛ばして楽しむことができた。楽しかった気持ちを他の人た

ちに伝えていきたい。（女性） 

主 催 下川町地域包括支援センター 

方 法 保健師 2 名が先に資格取得し、健康教室を実施。教室参加者や住民ボランティアからサポー

ター募集。 

構 成 スポーツインストラクター、サロンボランティア、一般の方、保健師 

現 在 3 ヶ月間の集中自主練期間を終え、町や老人クラブ等の事業で活躍し始めている。 

 

第 150 回 10 月 27 日（土）三田川健康福祉センター（佐賀県神崎郡吉野ヶ里町） 

  

受講者の声（講習後アンケートより） 

身近な人たちから多くの人の輪になられたらと思っています。（68 歳、女性） 

共 催 社会福祉法人吉野ヶ里町社会福祉協議会 

方 法 先に資格取得した社協職員がサロン事業の中でふまねっとを活用。婦人会等に募集し 10 名が

受講。 

構 成 町内の婦人会、近隣市町村社協職員 

現 在 社協が行う健康教室で見学研修し、婦人会活動の中での実施を検討中。 
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２．ふまねっとインストラクター養成講習の実施 

平成 20 年より、介護施設の利用者や患者の歩行・認知機能改善を行い、ＡＤＬ（日常生活機能）やＱＯＬ（生

活の質）の向上につなげることを目的に、主に医療福祉関係者を対象としたふまねっと運動の指導者養成講習

を実施しています。歩行機能改善の仕組みや歩行と認知の相互協調による効果等の理論や対象者に応じた指

導方法の理解を図ります。24 年度は初めて静岡県で講習会を実施しました。また、被災地支援事業の一環とし

て岩手県でも 23 年度に引き続き実施しました。 

 

表 1 ふまねっとインストラクター養成講習開催 

 回数 日付 市町村 受講者数 主催者 

1 88 回 4 月 22 日 札幌市 12 ワンツースリー 

2 89 回 5 月 27 日 札幌市 12 ワンツースリー 

3 90 回 6 月 3 日 網走市 13 ワンツースリー 

4 91 回 6 月 10 日 札幌市 11 ワンツースリー 

5 92 回 6 月 17 日 札幌市 12 ワンツースリー 

6 93 回 6 月 24 日 東京都三鷹市 32 ワンツースリー 

7 94 回 7 月 8 日 函館市 6 協力 函館認知症の人を支える会 

8 95 回 7 月 22 日 札幌市 11 ワンツースリー 

9 96 回 7 月 29 日 岩手県遠野市 9 ワンツースリー 

10 97 回 8 月 5 日 北見市 22 協力 北見市認知症の人と家族の会 

11 98 回 8 月 19 日 札幌市 10 ワンツースリー 

12 99 回 8 月 25 日 釧路市 13 ワンツースリー 

13 100 回 9 月 2 日 帯広市 19 協力 帯広ふまねっとの会 

14 101 回 9 月 2 日 釧路市 20 釧路創生会 

15 102 回 9 月 9 日 佐賀県吉野ヶ里町 24 吉野ヶ里町社会福祉協議会 

16 103 回 9 月 16 日 札幌市 7 ワンツースリー 

17 104 回 9 月 29 日 羅臼町 13 羅臼町地域包括支援センター 

18 105 回 10 月 7 日 静岡県静岡市 21 協力 静岡市総合レクリエーション協会

19 106 回 10 月 13 日 東京都渋谷区 15 ワンツースリー 

20 107 回 10 月 16 日 留萌市 28 るもいコホートピア 

21 108 回 10 月 21 日 札幌市 4 ワンツースリー 

22 109 回 11 月 11 日 旭川市 15 ワンツースリー 

23 110 回 11 月 18 日 札幌市 5 ワンツースリー 

24 111 回 1 月 13 日 札幌市 9 ワンツースリー 

25 112 回 1 月 27 日 帯広市 19 ワンツースリー 

26 113 回 2 月 3 日 札幌市 11 ワンツースリー 
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 回数 日付 市町村 受講者数 主催者 

27 114 回 2 月 17 日 札幌市 9 ワンツースリー 

28 115 回 2 月 24 日 釧路市 10 ワンツースリー 

29 116 回 2 月 24 日 芦別市 12 勤医協芦別平和診療所 

30 117 回 3 月 3 日 東京都三鷹市 40 ワンツースリー 

31 118 回 3 月 17 日 札幌市 11 ワンツースリー 

32 119 回 3 月 18 日 岩手県遠野市 8 ワンツースリー 

 平成 24 年度合計 463 32 回 

 

 

 
 

受講者の保持資格 

1. 介護福祉士 

2. 看護師 

3. ヘルパー 

4. 作業療法士 

5. 社会福祉士 

6. 理学療法士 

7. 精神保健福祉士 

8. 歯科医師 

9. 柔道整復師 他 
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ふまねっとインストラクター養成講習の様子 

第 101 回 9 月 2 日（日）社会福祉法人釧路創生会介護老人保健施設老健たいよう（北海道釧路市） 

  

受講者の声（講習後アンケートより） 

「人をほめる」とても素敵なことですネ！私がほめられて気持ちが良かった。「継続する」させたい

と思えた。 

実 施 社会福祉法人釧路創生会介護老人保健施設老健たいよう（高瀬、桂さん） 

方 法 先に資格取得していた作業療法士がレクとして導入し、検討後施設内での指導者養成を決定

した。 

構 成 介護福祉士、作業療法士、ヘルパー 

現 在 入所者やデイケア利用者を対象にレクリェーションとして週 2 回実施している他、釧路市委

託の介護予防事業の中で運動器機能向上プログラムとして実践している。 

  

第 107 回 10 月 16 日（火）るもい健康の駅（北海道留萌市） 

 

受講者の声（講習後アンケートより） 

またぎ越しやステップの変化によってこれだけ難易度をかえられるのは面白いと思いました。アプロ

ーチによってはメンバー間の交流、協調を図れそうな内容だったことが興味深かったです。 

協 力 ＮＰＯ法人るもいコホートピア 

方 法 数年前にるもいコホートピア職員が資格取得し、健康教室や出前講座を実施。各市町村関係

者やデイサービス関係者に周知募集した。 

現 在 各デイサービスやグループホーム、社協事業の中で取り入れられている。るもいコホートピ

ア職員が要望に応じて指導のお手伝いをしている。 
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第 117 回 3 月 3 日（日）公益財団法人井之頭病院（東京都三鷹市） 

  

受講者の声（講習後アンケートより） 

 歩行改善と認知機能改善の密接な関係性を学ぶことができました。ほめることの重要性、ちょっとし

たことにも目を向けるという、医療現場リハビリ現場としての当たり前のことを再学習できました。 

協 力 公益財団法人井之頭病院（野口、松本、加藤さん） 

方 法 平成 20 年 3 月に井之頭病院内職員のインストラクター養成実施後、精神科関連雑誌等で紹介

されたことを機会に、年 2～3回公開型の養成講習を実施している。受講後の各取得者の取り

組みからさらにひろがり、全国各地から草の根的に受講者が集まっている。 

構 成 デイサービス、グループホーム、精神科病院に勤務する作業療法士、理学療法士、介護福祉

士、ヘルパー、ふまねっとサポーター 

 

第 119 回 3 月 18 日（月）遠野市ふまねっとインストラクター講習会（岩手県遠野市） 

  

受講者の声（講習後アンケートより） 

これまで釜石でふまねっとを行ってきて大変好評であった。今回の講習でその理論や効果がわかった

ので、今後もこのふまねっとに力を入れてやっていきたい（釜石からの参加者）。 

協 力 ふまねっと遠野支部（多田、太田、大西、鈴木、菊池加世子、村木さんの 6名） 

方 法 公益財団法人いきいき岩手支援財団、釜石市地域包括支援センター、遠野市内の老健施設の

職員の皆さんが、被災地の仮設住宅や、施設の介護予防やふれあいサロン、認知症予防活動

のためにふまねっとを取り入れるため受講してくださった。 

構 成 ふまねっと運動の楽しさに加えて、認知機能改善効果についての理論や根拠が明らかである

ことが高く評価された。 
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３．市町村別指導者資格取得者数 

都道府県 市町村 S I 都道府県 市町村 S I 都道府県 市町村 S I

稲沢市 1 群馬県 前橋市 3 渋谷区 1

豊田市 6 高知県 高知市 8 小金井市 2

名古屋市 1 伊万里市 1 2 小平市 1

むつ市 4 嬉野市 1 昭島市 1

弘前市 1 1 杵島郡江北町 7 新宿区 1

上北郡横浜町 2 佐賀市 17 14 杉並区 2 1

上北郡六戸町 1 三養基郡みやき町 12 世田谷区 1

青森市 14 12 三養基郡基山町 4 清瀬市 1

中津軽郡西目屋村 1 神埼郡吉野ヶ里町 21 13 西東京市 4

東津軽郡外ヶ浜町 1 神埼市 5 6 足立区 2

南津軽郡大鰐町 4 鳥栖市 5 2 多摩市 1

北津軽郡中泊町 1 唐津市 1 1 町田市 3

金沢市 3 さいたま市 4 東久留米市 1

七尾市 1 所沢市 5 1 東村山市 8 3

ひたちなか市 1 上尾市 1 日野市 1

結城市 1 新座市 1 2 八王子市 1 7

石岡市 1 川越市 1 1 板橋区 2

那珂市 1 川口市 1 1 品川区 1

交野市 1 草加市 1 府中市 1 3

堺市南区 1 入間市 2 武蔵野市 1 1

大阪市 1 蕨市 1 墨田区 2

和泉市 2 御殿場市 1 2 練馬区 1 17

岡山市 1 三島市 4 宇都宮市 1

真庭市 1 駿東郡小山町 1 鹿沼市 6

総社市 1 沼津市 1 小山市 1

沖縄県 島尻郡南風原町 1 焼津市 2 大田原市 1

遠野市 17 12 静岡市 5 8 那須塩原市 1

花巻市 2 2 袋井市 1 矢板市 1

釜石市 7 2 島田市 1 2 鳥取県 日野郡日南町 2

気仙郡住田町 1 藤枝市 24 8 富山県 富山市 1 1

盛岡市 1 2 浜松市 1 4 長崎県 佐世保市 1 1

大船渡市 2 富士宮市 1 長野県 松本市 1

陸前高田市 8 雲南市 1 三条市 1

鹿児島市 2 松江市 1 新潟市北区 3

大島郡瀬戸内町 1 夷隅郡大多喜町 1 長岡市 6

横浜市 7 浦安市 1 南魚沼市 2

海老名市 1 鎌ヶ谷市 1 江田島市 1

秦野市 4 佐倉市 2 9 東広島市 1

川崎市 2 4 四街道市 1 廿日市市 1

相模原市 2 市原市 4 福山市 1

足柄上郡開成町 1 千葉市 3 三田市 1

藤沢市 3 匝瑳市 1 神戸市 4

平塚市 3 茂原市 2 西宮市 1

岐阜市 2 あきる野市 1 尼崎市 1

大垣市 1 葛飾区 1 久留米市 1 2

京都府 宇治市 1 1 江東区 2 行橋市 1

京都府 向日市 1 港区 1 宗像市 2

宇城市 1 荒川区 1 小郡市 1

玉名郡南関町 1 1 国分寺市 1 2 大野城市 1

荒尾市 1 三鷹市 15 33 福岡市 1 2

静岡県

岡山県 栃木県

岩手県

千葉県
神奈川県

広島県

兵庫県

岐阜県 東京都

福岡県

熊本県

愛知県 東京都

佐賀県

青森県

石川県 埼玉県

茨城県

島根県 新潟県
鹿児島県

大阪府
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都道府県 市町村 S I 都道府県 市町村 S I 都道府県 市町村 S I

福島県 いわき市 11 札幌市 203 253 日高郡新ひだか町 2

阿寒郡鶴居村 2 1 三笠市 1 白糠郡白糠町 14 1

旭川市 91 27 士別市 1 2 函館市 41 26

芦別市 3 13 枝幸郡枝幸町 8 美唄市 2

虻田郡ニセコ町 6 枝幸郡浜頓別町 6 標津郡中標津町 3 1

虻田郡喜茂別町 2 1 室蘭市 7 3 標津郡標津町 2 1

虻田郡京極町 8 斜里郡斜里町 12 4 富良野市 1

虻田郡倶知安町 1 斜里郡小清水町 11 10 北見市 43 41

伊達市 5 4 斜里郡清里町 1 北広島市 3 6

磯谷郡蘭越町 16 寿都郡黒松内町 1 北斗市 4 2

雨竜郡沼田町 1 十勝郡浦幌町 11 名寄市 6

雨竜郡北竜町 1 小樽市 1 8 網走郡美幌町 5 2

雨竜郡幌加内町 1 松前郡松前町 1 網走市 97 22

浦河郡浦河町 1 上磯郡木古内町 2 目梨郡羅臼町 17 19

奥尻郡奥尻町 1 上川郡下川町 16 紋別郡遠軽町 3

歌志内市 5 上川郡剣淵町 2 紋別郡興部町 1 6

河西郡芽室町 14 11 上川郡新得町 2 紋別郡湧別町 2

河西郡更別村 25 上川郡清水町 15 紋別市 29 5

河西郡中札内村 16 2 上川郡鷹栖町 16 野付郡別海町 16 3

河東郡音更町 52 20 上川郡東川町 2 有珠郡壮瞥町 1

河東郡士幌町 27 8 上川郡比布町 38 夕張郡長沼町 1

河東郡鹿追町 5 2 上川郡和寒町 2 1 夕張郡由仁町 3

河東郡上士幌町 11 3 常呂郡佐呂間町 1 余市郡仁木町 8 8

樺戸郡月形町 1 新冠郡新冠町 1 1 余市郡赤井川村 6 1

茅部郡鹿部町 5 深川市 2 余市郡余市町 16 7

茅部郡森町 1 瀬棚郡今金町 1 利尻郡利尻富士町 1

岩見沢市 19 7 石狩郡新篠津村 1 留萌郡小平町 2

岩内郡岩内町 1 石狩郡当別町 4 10 留萌市 44 26

岩内郡共和町 1 石狩市 4 4 檜山郡江差町 4

亀田郡七飯町 11 4 赤平市 3 2 檜山郡上ノ国町 3

久遠郡せたな町 3 4 千歳市 38 1 津市 3

空知郡上富良野町 15 2 川上郡弟子屈町 29 3 鈴鹿市 1

空知郡中富良野町 3 川上郡標茶町 3 伊具郡丸森町 1

空知郡奈井江町 25 増毛郡増毛町 4 1 遠田郡美里町 1

空知郡南富良野町 24 11 足寄郡足寄町 1 1 遠田郡涌谷町 1

空知郡南幌町 1 足寄郡陸別町 19 1 牡鹿郡女川町 1

釧路郡釧路町 10 3 帯広市 95 60 角田市 1

釧路市 96 92 滝川市 1 3 岩沼市 1

恵庭市 2 2 稚内市 3 3 宮城郡松島町 1

古宇郡神恵内村 1 中川郡池田町 22 5 石巻市 1 14

古平郡古平町 1 2 中川郡美深町 2 仙台市 3

厚岸郡厚岸町 1 1 中川郡豊頃町 9 5 名取市 13

厚岸郡浜中町 21 中川郡本別町 5 酒田市 1

広尾郡広尾町 11 中川郡幕別町 22 8 鶴岡市 4

広尾郡大樹町 11 7 天塩郡遠別町 1 4 甲府市 2

江別市 3 4 登別市 1 4 南アルプス市 1

根室市 16 7 苫小牧市 28 11 和歌山県 和歌山市 1

沙流郡日高町 32 7 苫前郡羽幌町 1 3 総計 1846 1301

沙流郡平取町 2 1 苫前郡苫前町 2 3

砂川市 2 1 二海郡八雲町 1 10

S、I各人数には重複者が含ま
れています。

山形県

山梨県

北海道 北海道

北海道

三重県

宮城県

 



18 

 

４．講演会の実施 

 

講演会は、各地域で、ふまねっとサポーターさんが取り組んでいる活動を広く市民にお伝えすること

で、サポーターさんが活動しやすくなることを目的に、ふまねっと運動の効果、これまでの人材養成の

実績、これからの活動計画を中心にお話しするものです。サポーターさんの活動を広く紹介することが

できれば、地域の介護予防に貢献することができます。 

 

日 付 市町村 名 称 対 象 

7 月 9 日（月） 比布町 地域の交流を生かした楽しい認知症予防 
一般町民 

約 150 名 

8 月 22 日（水） 上川町 地域の交流を生かした楽しい健康づくり 
老人クラブ 

約 120 名 

8 月 24 日（金） 比布町 協働する地域社会を目指して 
女性団体 

約 150 名 

9 月 8 日（金） 
佐賀県神埼郡 

吉野ヶ里町 
ふまねっと運動のエビデンス 

西九州大学学生

他約 50 名 

9 月 22 日（土） 旭川市 ふまねっと運動で介護予防 
一般市民 

約 80 名 

12 月 6 日（木） 網走市 地域の交流を生かした健康づくり 
国保連運営協議会

委員 40 名 

12 月 17 日（月） 室蘭市 あるいて健康・イキイキライフ 
一般市民 

約 50 名 

2 月 1 日（金） 上富良野町 地域の交流を生かした認知症予防について 
一般市民 

約 120 名 

2 月 8 日（金） 士幌町 地域の交流を生かした認知症予防について 
一般市民 

約 80 名 

2 月 13 日（水） 小清水町 地域の交流を生かした健康づくり人づくり 
一般市民 

約 80 名 

3 月 10 日（日） 池田町 住民参加型の健康づくり～介護予防の広がり 
一般市民 

約 150 名 

合 計 11 回 1,070 名 
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５．体験講習会、デモンストレーション、教室の実施 

 

市町村自治体や老人クラブ連合会など各種機関の依頼に応えて、ふまねっと運動の楽しさや効果を伝

えるための体験講習や健康教室を実施しています。 

 

日付 市町村 参加者数 名称 

5 月 17 日(木) 礼文町 11 宗谷管内社会教育主事等研修会 

6 月 25 日(月) 藤枝市 10 静岡県藤枝市青葉町南公民館 ふまねっと体験会 

6 月 26 日(火) 藤枝市 43 静岡県藤枝市青葉町南公民館 ふまねっと体験会 

7 月 4 日(水) 標津町 46 標津町社会福祉協議会いきいき講習会「ふまねっと」運動体験教室 

7 月 14 日(土) 札幌市 5 篠路コミュニティセンター「篠路でいきいき健康づくりコーナー」 

7 月 27 日(金) 釜石市 10 岩手県釜石市包括支援センター介護予防教室 

9 月 11 日(火) 札幌市 26 豊平区西岡地区防災・介護予防普及啓発事業 

10 月 5 日(金) 藤枝市 43 静岡県藤枝市立青島北公民館「ふまねっと体験講習会」 

10 月 10 日(水) 札幌市 21 北海道公立大学法人札幌医科大学「地域医療合同セミナー2/Ⅱ」 

10 月 11 日(木) 由仁町 19 由仁町社会福祉協議会「ボランティアスクールふまねっと体験講習」 

1 月 16 日(水) 鹿児島市 68 かごしまねんりん大学 

2 月 13 日(水) 美深町 15 実施者：美深町地域包括支援センター 

2 月 27 日(水) 木古内町 24 木古内町冬の運動教室 

3 月 5 日(火) 天塩町 30 実施者：天塩町地域包括支援センター 

3 月 6 日(水) 美深町 13 実施者：美深町地域包括支援センター 

合 計 384 15 回 
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６．委託を受けたふまねっと教室 

 

名称 市町村 期間 参加者数

うらかわ健康道場「ふまねっと健康教室」 浦河町 
9 月 18 日～ 

10 月 2 日 全 3 回 
104 

社福）釧路創生会はるとりの里在宅介護支援センター 

「家族介護教室」 
釧路市 

6 月 23 日～ 

11 月 17 日全 10 回 
328 

仁木町介護予防講習会「ふまねっと運動」 仁木町 
10 月 5 日～ 

1 月 30 日 全 5 回 
165 

第 3 次札幌新まちづくり計画 豊平区西岡地区防災・介護予

防普及啓発事業ふまねっと教室 
札幌市 

10 月 17 日～ 

3 月 6 日 全 8 回 
228 

鶴居村寿大学・大学院「ふまねっと運動」クラブ 鶴居村 
6 月 22 日～ 

2 月 22 日 全 7 回 
155 

鶴居村地域健康づくり事業 地域健康づくり教室 鶴居村 
11 月 9 日～ 

2 月 8 日 全 4 回 
56 

鶴居村通所型介護予防事業 鶴居村 
7 月 13 日～ 

10 月 12 日全 6 回 
80 

余市町介護予防教室「ふまねっと教室」 余市町 
12 月 3 日～ 

3 月 18 日 全 8 回 
53 

合計 8 件    延べ 51 回 1,169 
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７．被災地支援活動の実施 

 本法人は 23 年度より、東日本大震災により仮設住宅で生活をする高齢者の健康づくり活動と仮設住

宅の交流促進を行うための被災地支援活動を実施しています。ふまねっと運動を被災地で取り組む利点

は次の 3 点です。①場所をとらない。そのため避難所や仮設住宅の集会所など、被災者のそばで行うこ

とができます。②歩行や認知機能の改善だけでなく、コミュニティー機能を高め、閉じこもりを防ぐこ

とができます。③住民自身が自ら行うことができます。従って被災者自身で問題を解消することができ

ます。 

 23 年度は被災地でふまねっと運動を紹介したり、ふまねっと運動の指導者を養成するなど活動環境を

整えることに力を入れました。その結果、石巻市で 20 名、陸前高田市で 8 名、大船渡市で 4 名、釜石

市で 3 名、遠野市で 24 名のふまねっとサポーター、ふまねっとインストラクターを養成し、遠野市で

はふまねっと遠野という支部が誕生いたしました。 

 24 年度はふまねっと遠野の協力を得て、遠野市、釜石市、陸前高田市、大船渡市の仮設住宅で健康教

室を実施しました。また、新たに健康づくり活動を担うボランティアを養成するために遠野市、釜石市

でも講習会を実施しました。 

日付 種類 市町村 参加者数 日付 種類 市町村 参加者数

4月 11 日 健康教室 遠野市 5 11 月 21 日 健康教室 釜石市 11 

5 月 9 日 健康教室 遠野市 7 12 月 10 日 健康教室 陸前高田市 19 

6 月 7 日 健康教室 大船渡市 16 12 月 12 日 健康教室 釜石市 9 

6 月 13 日 健康教室 遠野市 7 12 月 12 日 健康教室 遠野市 7 

6 月 15 日 健康教室 釜石市 16 1 月 9 日 健康教室 遠野市 7 

7 月 11 日 健康教室 遠野市 4 1 月 16 日 健康教室 陸前高田市 19 

7 月 19 日 健康教室 大船渡市 14 1 月 18 日 健康教室 釜石市 10 

7 月 27 日 健康教室 釜石市 10 2 月 2 日 健康教室 陸前高田市 19 

8 月 8 日 健康教室 遠野市 9 2 月 5 日 健康教室 大船渡市 15 

9 月 12 日 健康教室 遠野市 6 2 月 13 日 健康教室 大船渡市 15 

9 月 20 日 健康教室 大船渡市 13 2 月 13 日 健康教室 遠野市 8 

10 月 23 日 健康教室 陸前高田市 15 2 月 21 日 健康教室 大船渡市 7 

10 月 24 日 健康教室 釜石市 8 2 月 21 日 健康教室 大船渡市 12 

11 月 1 日 研修 遠野市 15 2 月 26 日 健康教室 陸前高田市 19 

11 月 1 日 体験講習 遠野市 8 3 月 5 日 健康教室 陸前高田市 14 

11 月 2 日 研修 陸前高田市 5 3 月 6 日 健康教室 大船渡市 13 

11 月 4 日 研修 石巻市 10 3 月 12 日 健康教室 陸前高田市 21 

11 月 14 日 健康教室 遠野市 7 3 月 13 日 健康教室 遠野市 8 

11 月 15 日 健康教室 大船渡市 8 3 月 26 日 健康教室 大船渡市 15 

11 月 15 日 健康教室 大船渡市 8 合計 39 回 439 
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被災地における支援活動の様子 

第 151 回 11 月 3 日 岩手県釜石市サポーター講習会（小佐野コミュニティセンター） 

  

参加者の声  

高齢者の健康づくりに、地域のコミュニティーでの活動にとても良いと思いました。高齢者でなくて

も充分に効果があると思いました。日本各地にもっと広がると良いと思います。（35 歳、女性） 

楽しくできる運動で大変有意義だと思います。地域で継続して活動したいと思っております。（77

歳、女性） 

皆さまの笑顔にふれてとても楽しい時間を過ごすことができました。（47 歳、女性） 

協 力 釜石市地域包括支援センター 

方 法 先に資格取得した包括職員の企画により、隣町の遠野市のサポーターが数回体験会を実施し

た。その後、体験した方々や各サークル、包括支援センター職員に受講募集を行った。 

構 成 住民サークルメンバー、保健師 他 

現 在 住民による自主サークルや、包括支援センター職員が行う介護予防事業の中で実施している。

隣町の大槌町で行われているサロンに訪問してふまねっとを紹介するなどの機会もあった。
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健康づくり支援事業 

 

１．スキルアップ研修会、教室訪問によるボランティア活動支援 

 毎年各地域でふまねっとサポーターやふまねっとインストラクターを対象に、正しい指導法の共通理

解や、実践における疑問の解決を図るためのスキルアップ研修を実施しています。その他、各サポータ

ーが実施している健康教室を職員が訪問し、指導支援をしたり教室活動のPRに役立てたりしています。 

 

日 時 種類 市町村 受講者数 

4 月 10 日(火) 研修 釧路市 10 

4 月 26 日(木) 測定 札幌市 5 

5 月 17 日(木) 測定 比布町 8 

5 月 19 日(土) 研修 帯広市 100 

6 月 11 日(月) 訪問 池田町 20 

6 月 26 日(火) 研修 日高町 9 

7 月 5 日(木) 研修 岩見沢市 14 

7 月 13 日(金) 測定 札幌市 5 

7 月 23 日(月) 訪問 札幌市 5 

7 月 26 日(木) 測定 比布町 8 

8 月 9 日(木) 測定 札幌市 5 

8 月 21 日(火) 研修 音更町 12 

8 月 22 日(水) 訪問 札幌市 5 

10 月 17 日(水) 訪問 比布町 20 

11 月 7 日(水) 研修 蘭越町 25 

11 月 15 日(木) 研修 岩見沢市 14 

11 月 20 日(火) 研修 比布町 25 

11 月 27 日(火) 研修 千歳市 23 

11 月 30 日(金) 研修 釧路市 80 

12 月 9 日(日) 研修 函館市 24 

2 月 10 日(日) 研修 留萌市 26 

2 月 20 日(水) 研修 南富良野町 13 

2 月 22 日(金) 研修 千歳市 30 

2 月 27 日(水) 訪問 函館市 18 

3 月 29 日(金) 訪問 札幌市 5 

合計 25 回 509 
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２．支部の設立によるボランティア活動の支援 

 

 本事業では、サポーターから希望が寄せられた地域において支部の設立を行い、同じ地域のサポーターが互

いに交流・協力して、主体的に健康づくりに取り組める体制の構築や活動支援を行っています。 24 年度は新

たに函館支部と士幌支部が、25 年 6 月には帯広支部が設立されました。 

 

支部の活動内容 

定期的な練習会や交流会の実施 

会員相互の情報交換と協力関係を広げることを目的に実施してい

ます。 

 

出前教室や定期教室の開催 

老人クラブや町内会などへの出前教室や、定期教室を開催し、各

地域に住民の介護予防や仲間づくりの場を増やしています。 

 

サポーター養成講習会の開催 

各地域に健康づくりの担い手を増やし、高齢者の社会参加を促進するため、サポーターの養成講習を主催開

催しています。 

市町村自治体との協働 

市町村自治体が行う介護予防教室の指導を担当したり、イベントや講演会開催の協力を求める等して協力関

係づくりを進めています。市の広報にふまねっと教室一覧を掲載してもらい、市町村と支部が協力して地域高

齢者の介護予防を促進する等の例もあります。 

 

＜本部から支部への助成金支払状況＞ 

支部の設立、支部支援金（前年度年会費納入者数×400 円）、支部が主催するサポーター養成講習会の受講

料全額、その他委託事業料還元を合わせて総額 974,100 円を助成しました。 

支部一覧および本部から支部への活動助成金支払総額 （平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

 市町村 支部名 会員数 24 年度支援金 委託料他 備 考 

第 1 号 網走市 ふまねっと網走 1・2・3 101 人 33,600 円 75,730 円 主催講習受講料 

第 2 号 余市町 ふまねっと余市りんごっこ 20 人 6,800 円 72,000 円 介護予防教室委託 

第 3 号 旭川市 ふまねっとセンター旭川 110 人 22,000 円 123,730 円 主催講習受講料 

第 4 号 石狩市 ふまねっとはまなす 7 人 2,000 円 0 円  

第 5 号 札幌市 ふまねっと札幌 418 人 65,600 円 106,000 円 共催講習受講料、教室委託料

第 6 号 岩手県遠野市 ふまねっと遠野 18 人 7,600 円 422,240 円 559,860 円外部委託収入

第 7 号 士幌町 ふまねっとしほろ 27 人 12,000 円 0 円  

第 8 号 函館市他 ふまねっと函館支部 73 人 24,800 円 0 円  

合 計 774 人 177,400 円 799,700 円 総額 974,100 円 
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研究開発普及促進事業 

 

１．研究発表 

「二重課題歩行運動による高齢者の認知機能の改善効果に関する研究」 

第 2 回認知症予防学会（福岡県） 平成 24 年 9 月 8 日 北澤一利発表 （浦上賞受賞） 

 

「高齢者におけるふまねっと運動の実施と入院・入所・死亡リスクの関連」 

第 71 回日本公衆衛生学会（山口県） 平成 24 年 10 月 24 日～26 日 尚和里子発表 

 

 

２．ふまねっと研究開発普及促進事業  
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３．平成 24 年度導入施設一覧 

施設、団体名 地域 施設、団体名

1 南関すこやかスポーツクラブ 熊本県 59 ふまねっと946 釧路

2 比布町地域包括支援センター 比布町 60 水度坂友愛ホーム 京都

3 多田美津子 岩手県 61 地域福祉事業所わたすげ興津 釧路

4 共和町地域包括支援センター 共和町 62 勤医協苫小牧友の会 苫小

5 米坂美保子 余市町 63 中垣病院 札幌

6 池田町社会福祉協議会 池田町 64 北見市西部・相内地区地域包括支援センター 北見

7 舞子浜病院 福島県 65 介護老人保健施設エスポワール北広島 北広

8 羽幌町地域包括支援センター 羽幌町 66 松井梢 釧路

9 宝来第1区町内会 音更町 67 遊佐隅江 美幌

10 今金町保健福祉課 今金町 68 藤沢病院 神奈

11 西野正子 留萌市 69 釧路優心病院 釧路

12 北中ふれあいサロン 士幌町 70 北見市中央地区地域包括支援センター 北見

13 大原元気プラザ 札幌市 71 江北町社会福祉協議会 佐賀

14 十勝勤医協上士幌友の会 上士幌町 72 唐津市社会福祉協議会呼子支所 佐賀

15 佐藤昭則 青森県 73 枝幸三笠山スポーツクラブ 枝幸

16 岡本病院 札幌市 74 老人デイサービスセンターはまなす園 根室

17 五天山園通所介護事業所 札幌市 75 鈴木昇 帯広

18 中家信好 釧路町 76 椙下洋子 石狩

19 ふまねっと余市りんごっこ 余市町 77 道東勤医協友の会阿寒支部 釧路

20 美園第2町内会 岩見沢市 78 蘭越総合型地域スポーツクラブ「らんスポ」 蘭越

21 桜が丘ひぶなクラブ 釧路市 79 羽賀美代子 上富

22 ニセコ町社会福祉協議会 ニセコ町 80 田上義継 伊達

23 鈴木克子 札幌市 81 仁木町大江ボランティアの里 仁木

24 北海道医療大学 当別町 82 りんどうの会 青森

25 北見めぐみキリスト教会 北見市 83 神恵内村役場 神恵

26 コスモグループ 余市町 84 谷井和恵 日高

27 小清水町社会福祉協議会 小清水町 85 和田節子 士幌

28 吉野ヶ里町社会福祉協議会 佐賀県 86 ユキモリ企画 静岡

29 大島病院 佐賀県 87 前田勝子 静岡

30 大原元気プラザ 大阪府 88 髙野みち代 静岡

31 厚岸町 厚岸町 89 寺田弘子 静岡

32 通所介護センタートムテの里「花川」 石狩市 90 青島地区社会福祉協議会 静岡

33 朝日丘スポーツクラブ 愛知県 91 鳥栖市中央デイサービスセンター 佐賀

34 大原元気プラザ 埼玉県 92 ゆうあい 佐賀

35 利尻富士RIPS 利尻富士町 93 青野宏子 静岡

36 札幌鈴木病院 札幌市 94 溝越歯科医院 静岡

37 秦野病院 神奈川県 95 るもいコホートピア 留萌

38 佐々木芳枝 留萌市 96 稚内市老人クラブ連合会 稚内

39 弥生平成会 千歳市 97 りんどうの会 青森

40 名寄市在宅介護者を支える会 名寄市 98 釧路のぞみキリスト教会 釧路

41 杉本義一 浜頓別町 99 幸崎貞江 北見

42 ほわっと 枝幸町 100 藤枝市 静岡

43 北斗2丁目寿楽会老人クラブ 千歳市 101 淑徳大学 千葉

44 札幌市琴寿園 札幌市 102 デイサービスセンター標津はまなす苑 標津

45 多摩あおば病院 東京都 103 吉見嘉貢 札幌

46 るもいコホートピア 留萌市 104 北海道教育大学釧路校 釧路

47 富丘クラブ 千歳市 105 ふまねっとセンター旭川 旭川

48 青葉6丁目きらく会 千歳市 106 心の掛け橋いわて 岩手

49 北斗長寿クラブ 千歳市 107 デイサービスセンター拓勇 苫小

50 老人保健施設なえぼ 札幌市 108 小清水町社会福祉協議会 小清

51 潮見コミュニティセンター 網走市 109 新篠津村社会福祉協議会 新篠

52 ひだまりの会 札幌市 110 リハビリフィットネスゆずりは永福町店 東京

53 朝日町西むつみ会 千歳市 111 江北町社会福祉協議会 江北

54 芦別慈恵園 芦別市 112 有田誠 釧路

55 苫小牧市東地域包括支援センター 苫小牧市 113 白樺デイサービスセンター 釧路

56 向陽病院 兵庫県 114 小規模多機能あいある山鼻 札幌

57 柏陽老人クラブ 千歳市 115 リハビリデイサービスRingle 愛知

58 中小川菜の花会 岩手県 116 美深町 美深 
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施設、団体名 地域 施設、団体名

117 外ヶ浜町 青森県 175 札幌市豊平区 札幌

118 長内喜四三 札幌市 176 札幌市西老人福祉センター 札幌

119 リハビリデイゆうリハ 砂川市 177 ニセコ町老人クラブ連合会 ニセ

120 デイサービスセンターよつ葉のクローバー 静岡県 178 グループホームとおの 岩手

121 ふまねっと遠野 岩手県 179 苫小牧市社会福祉協議会 苫小

122 早瀬12区自治会 岩手県 180 自由ヶ丘町内会 千歳

123 広尾町健康管理センター 広尾町 181 デイサービスセンターおびら 小平

124 音別町福祉保健センター 釧路市 182 吉野ヶ里町社会福祉協議会 佐賀

125 東川町デイサービスセンター 東川町 183 稚内市社会福祉協議会 稚内

126 笑わ会 佐賀県 184 稲沢老人保健施設 愛知

127 デイサービス和気あいあい 千葉県 185 田中舘毅志 旭川

128 木古内町 木古内町 186 いきいき岩手支援財団 岩手

129 特別養護老人ホーム友愛苑 遠別町 187 唐津市社会福祉協議会 佐賀

130 やすらぎ荘 日高町 188 基山町社会福祉協議会 佐賀

131 中富良野町社会福祉協議会 中富良野町

132 佐倉地域包括支援センター 千葉県

133 青森慈恵会病院 青森県

134 特別養護老人ホーム北上の郷 静岡県

135 デイサービスうれしの 佐賀県

136 よつ葉のクローバー堀之内 静岡県

137 厚別西地区センター 札幌市

138 リハビリフィットネスゆずりは梅島店 東京都

139 軽部節子

140 愛の家グループホーム札幌平岡 札幌市

141 河内愷子 札幌市

142 吉野ヶ里町社会福祉協議会 佐賀県

143 大木光子 静岡県

144 デイケアわかくさ 苫小牧市

145 西創成第4町内会 札幌市

146 サロンあらだん 静岡県

147 はるとりの里 釧路市

148 銀山地区総合型地域スポーツクラブ 仁木町

149 みやき町社会福祉協議会 佐賀県

150 柏木町内会 苫小牧市

151 陵北地域協議会 函館市

152 女満別ドリーム苑 大空町

153 熊沢秀子 留萌市

154 東明住民会 上富良野町

155 下川町 下川町

156 函館認知症の人を支える会 函館市

157 リハビリフィットネスゆずりは京王多摩川店 東京都

158 近藤由里子 札幌市

159 美原いきいきホーム 別海町

160 北見市常呂地区地域包括支援センター 北見市

161 錦町町内会 旭川市

162 中富良野町社会福祉協議会 中富良野町

163 すぎなクラブ 網走市

164 勤医協グループホームたんぽぽ 北見市

165 いきいき岩手支援財団 岩手県

166 真心の園デイサービスセンター 佐賀県

167 沼ノ端コミュニティセンター 苫小牧市

168 宅老所よあけ 福岡県

169 篠路コミュニティセンター 札幌市

170 唐津市社会福祉協議会 佐賀県

171 仁木町社会福祉協議会 仁木町

172 下川町社会福祉協議会 下川町

173 日向台病院 神奈川県

174 三州脇田丘病院 鹿児島県  



29 

 

1.

2.

3.

4.

5.

1.

事業費計 22,061,942 20,793,046

その他経費計 12,787,534 11,917,931 △ 869,603

減価償却費 290,000

△ 1,268,896

464,385

△ 1,200

備品購入費 600,000 0 △ 600,000

174,385

諸会費 1,200 0

31,820

会議費 2,500 0

租税公課 20,000 83,000 63,000

保険料 15,000

△ 2,500

支払手数料 70,000 101,820

82,950

△ 100,698

地代家賃 1,548,000 1,188,000 △ 360,000

67,950

新聞図書費 159,120 58,422

△ 461,030

消耗品費 640,000 864,284

旅費交通費 426,720 333,536 △ 93,184

水道光熱費 233,280

224,284

広告宣伝費 683,000 221,970

233,274

13,397

荷造発送費 123,000 209,893 86,893

△ 6

通信費 225,600 238,997

1,090

車両費 0 361,033

事業原価 7,730,114 7,455,277 △ 274,837

（2）その他経費

361,033

交際費 20,000 21,090

1,398

人件費計 9,274,408 8,875,115 △ 399,293

福利厚生費 16,000 17,398

△ 52,773

法定福利費 1,108,408 948,490

賞与 1,504,000 1,316,000 △ 188,000

給料手当 5,376,000

△ 159,918

雑給 1,270,000 1,217,227

5,376,000

（1）人件費

0

事業費

24,863,543 △ 1,000,597

Ⅱ 経常費用

雑収入　 10,000 7,785 8,736 △ 2,215

受取配当金 300

　　経常収益計 25,864,140

320

受取利息 800 631 △ 169

20

その他収益

0

被災地支援事業 0 559,860 18,947,909

地域福祉人材養成事業 9,185,000 8,583,559 △ 601,441

健康づくり支援事業 707,140

559,860

公共施設管理事業 200,000 200,000

1,345,440

研究開発普及促進事業 11,010,900 8,259,050 △ 2,751,850

638,300

事業収益

受取トライアル雇用助成金 250,000 250,000 250,000

被災地支援受取寄付金 0 606,058 1,534,098 606,058

受取寄付金 500,000

0

受取助成金

928,040

122,800

受取寄付金

428,040

Ⅰ 経常収益

正会員受取会費 4,000,000 4,122,800 4,122,800

受取会費

(単位：円)

科　　目 平成24年度予算 平成24年度決算 増　減

平成24年度　活動計算書
平成24年4月1日から平成25年3月31日まで

特定非営利活動法人　地域健康づくり支援会ワンツースリー

平成 24 年度決算報告 
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2.

 

  次期繰越正味財産額 2,496,054

前期繰越正味財産額 2,396,358 2,396,358 0

当期正味財産増減額 99,696

2,809,910 313,856

483,552 313,856

法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000 0

413,552 313,856

税引前当期正味財産増減額 169,696

△ 200,000

　　経常費用計 200,000

Ⅳ 経常外費用

　　経常収益計 0

0 △ 200,000

予備費 200,000 0

0 0

Ⅲ 経常外収益

154,443

　　経常費用計 25,494,444

その他経費計 1,431,400 1,674,784 243,384

消費税 300,000

24,379,991 △ 1,114,453

管理費計 3,432,502 3,586,945

360,300

41,250

減価償却費 60,000 103,596 43,596

60,300

支払報酬 300,000 341,250

3,100

支払手数料 0 25,455

地代家賃 240,000 240,000 0

消耗品費 160,000

25,455

租税公課 0 3,100

216,071

17,234

会議費 0 1,300 1,300

56,071

旅費交通費 256,680 273,914

3,349

水道光熱費 58,320 50,049

（2）その他経費

人件費計 2,001,102

△ 8,271

通信費 56,400 59,749

1,912,161

△ 42,290

福利厚生費 4,000 4,349 349

△ 88,941

法定福利費 277,102 234,812

0

賞与 376,000 329,000

（1）人件費

管理費

△ 47,000

給料手当 1,344,000 1,344,000

平成24年度　活動計算書
平成24年4月1日から平成25年3月31日まで

特定非営利活動法人　地域健康づくり支援会ワンツースリー

(単位：円)

科　　目 平成24年度予算 平成24年度決算 増　減
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（単位：円）

研究開発
普及促進
事業費

健康づくり
支援

事業費

地域福祉
人材養成
事業費

公共施設
管理

事業費

被災地
支援

事業費

事業部門
計

管理部門 合計

Ⅰ　経常収益

　1. 受取会費 0 4,122,800 4,122,800

　2. 受取寄付金 928,040 606,058 1,534,098 1,534,098

　3. 受取助成金等 250,000 250,000 250,000

　4. 事業収益 8,259,050 1,345,440 8,583,559 200,000 559,860 18,947,909 18,947,909

　5. その他収益 1,187 6,600 7,787 949 8,736

　経常収益計 8,510,237 2,273,480 8,590,159 200,000 1,165,918 20,739,794 4,123,749 24,863,543

Ⅱ　経常費用

（1） 人件費 3.50 1.50 4.00 1.00

給料手当 1,840,085 1,414,365 1,767,957 353,593 5,376,000 1,344,000 6,720,000

賞与 450,838 346,064 432,581 86,517 1,316,000 329,000 1,645,000

雑給 1,217,227 1,217,227 1,217,227

法定福利費 331,009 246,992 308,740 61,749 948,490 234,812 1,183,302

福利厚生費 5,960 4,575 5,719 1,144 17,398 4,349 21,747

人件費計 3,845,119 2,011,996 2,514,997 0 503,003 8,875,115 1,912,161 10,787,276

（2） その他経費

事業減価 1,656,744 2,706,597 1,767,595 108,032 1,216,309 7,455,277 7,455,277

交際費 7,225 5,546 6,932 1,387 21,090 21,090

車両費 123,683 94,940 118,675 23,735 361,033 361,033

通信費 81,876 62,848 78,560 15,713 238,997 59,749 298,746

荷造発送費 71,905 55,195 68,994 13,799 209,893 209,893

水道光熱費 101,661 52,645 65,806 13,162 233,274 50,049 283,323

旅費交通費 114,263 87,708 109,636 21,929 333,536 273,914 607,450

研究開発
普及促進
事業費

健康づくり
支援

事業費

地域福祉
人材養成
事業費

公共施設
管理

事業費

被災地
支援

事業費

事業部門
計

管理部門 合計

広告宣伝費 76,043 58,370 72,963 14,594 221,970 221,970

会議費 0 1,300 1,300

消耗品費 296,088 227,278 284,098 56,820 864,284 216,071 1,080,355

新聞図書費 20,014 15,363 19,204 3,841 58,422 58,422

地代家賃 556,879 252,448 315,560 63,113 1,188,000 240,000 1,428,000

保険料 33,347 19,841 24,801 4,961 82,950 82,950

租税公課 28,408 21,836 27,296 5,460 83,000 3,100 86,100

支払手数料 34,881 26,775 33,469 6,695 101,820 25,455 127,275

支払報酬 0 341,250 341,250

減価償却費 141,961 108,970 136,212 77,242 464,385 103,596 567,981

消費税等 0 360,300 360,300

その他経費計 3,344,978 3,796,360 3,129,801 108,032 1,538,760 11,917,931 1,674,784 13,592,715

　経常費用計 7,190,097 5,808,356 5,644,798 108,032 2,041,763 20,793,046 3,586,945 24,379,991

　当期経常増減額 1,320,140 △ 3,534,876 2,945,361 91,968 △ 875,845 △ 53,252 536,804 483,552

科目

科目

 

事業別損益の状況
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氏名 氏名

1 相田  仁子 7月13日 55 浦崎  真 8月18日

2 相原  忍 1月31日 1月31日 56 越膳  恵子 2月18日

3 青木  みどり 4月20日 57 蛯名  昌子 3月25日

4 赤坂  悦子 1月28日 58 遠藤  紅美子 2月1日

5 秋田  ひろ子 7月25日 59 及川  和恵 2月1日

6 明井  久嘉 7月12日 2月1日 60 及川  哲夫 2月1日

7 朝倉  順子 1月29日 61 及川  キミ子 2月8日

8 浅野  光江 7月20日 2月5日 62 近江  智枝 7月25日

9 朝日丘スポーツクラブ  7月24日 63 大石  幸代 2月14日

10 芦澤  悦子 5月25日 64 大泉  昭子 7月17日

11 阿部  澄子 7月13日 2月4日 65 太田  セツ子 1月27日

12 天谷  法子 1月29日 66 太田  松美 2月4日

13 有岡  正浩 8月1日 67 大槻  幸利 7月17日

14 安藤  百合子 7月21日 2月2日 68 大橋  等 6月25日

15 安藤  仁 2月26日 69 大橋  忍 3月21日

16 飯田  博子 7月20日 1月28日 70 大東  静江 3月27日

17 飯塚  広子 8月7日 71 岡  美輝 7月20日

18 井尾  百合子 9月6日 72 岡田  啓子 7月13日

19 池田  昱子 7月20日 73 岡部  洋子 7月12日

20 池田  裕子 7月20日 74 岡本  ゆみ 5月7日 1月31日

21 池田  喜子 2月1日 75 岡本  裕美 1月29日

22 池本  悦江 11月2日 76 岡本  充子 2月12日

23 石黒  恵子 1月29日 77 岡本  美恵子 2月13日

24 石坂  廣子 4月17日 1月30日 78 小川  智惠子 2月19日

25 石田  寿之 8月9日 1月31日 79 荻巣  和江 7月17日

26 石田  さえ子 11月29日 80 奥池  逸朗 3月4日

27 石田  みどり 7月11日 1月27日 81 小栗  則子 3月26日

28 泉澤  ケイ子 3月12日 82 桶作  髙子 4月19日 4月19日 1月30日

29 井田  琢也 3月28日 83 長田  久恵 2月26日

30 井澗  光子 7月17日 2月15日 84 長内  喜四三 7月12日 7月12日

31 板谷  秋美 3月5日 85 小田  一仁 10月17日 3月13日

32 市川  悦代 2月15日 86 小田  恵子 7月17日 1月28日

33 市村  フジ子 7月18日 87 小田川  雅一 8月27日

34 井戸  訓子 3月29日 88 小野  由佳 7月19日 2月18日

35 伊東  幸子 7月12日 2月5日 89 小野  文子 7月24日

36 伊藤  千鶴子 8月9日 90 小野寺  敏昭 2月12日

37 伊藤  和子 7月13日 91 小野寺  英子 7月20日 2月4日

38 伊藤  和美 7月31日 3月8日 92 帯広ふまねっとの会  5月19日

39 伊藤  千恵子 2月14日 93 開発  佳子 3月7日

40 伊藤  美枝子 2月15日 94 角玄  信子 2月1日

41 伊藤  京子 2月19日 95 片石  久美子 7月13日 2月8日

42 稲澤  悦子 9月19日 2月8日 96 片岡  千鶴 7月17日

43 井野  しげ 1月28日 97 片桐  正己 1月28日

44 今井  美寿子 2月6日 98 勝水  恵子 2月19日

45 今橋  文子 7月24日 99 桂  裕二 2月4日

46 岩下  幸子 2月18日 100 加藤  恵美子 7月23日 2月4日

47 岩藤  照子 1月31日 101 加藤  静江 1月28日

48 岩村  きよえ 2月8日 102 加藤  悦子 3月2日

49 牛島  操子 8月3日 3月4日 103 角谷  巍啓 5月30日

50 内田  良子 1月30日 104 金澤  厚子 3月15日

51 内田  雅子 2月4日 105 金谷  恵美子 8月23日

52 内山  順子 1月29日 106 金子  祐子 3月13日

53 内山  隆 2月5日 107 加畑  史子 9月19日 2月1日

54 梅原  加奈子 2月2日 108 鎌田  譲 4月10日 2月24日

寄附日 寄附日

平成 24 年度寄附者一覧 50 音順 
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氏名 氏名

109 鎌田  捷教 3月8日 163 佐藤  智恵子 2月8日

110 鎌田  安信 3月26日 164 佐藤  繁子 2月12日

111 鎌滝  悦子 7月12日 1月28日 165 佐藤  美恵子 2月15日

112 河内  愷子 1月29日 166 佐藤  啓子 2月27日

113 菅野  慶子 2月21日 167 佐藤  久子 2月28日

114 菊地  孝 6月25日 168 佐藤  朱美子 3月28日

115 菊地  利春 2月27日 169 佐藤  幸子 3月29日

116 北川  靖子 1月31日 170 佐藤  悠子 8月13日 2月15日

117 北澤  一利 2月4日 171 佐藤  清美 7月24日 2月20日

118 北野  克予 2月8日 3月26日 172 佐野  陽子 7月13日 3月27日

119 木村  定夫 5月24日 173 佐村  龍治 4月25日 2月27日

120 工藤  敬生 8月9日 2月12日 174 佐渡  勝人 7月30日

121 倉田  澄子 1月31日 175 さわやか健康サロン  8月1日

122 黒沢  美也子 2月28日 176 ３９（サンキュー）会  8月20日

123 黒田  幸市 3月25日 177 三瓶  正子 5月25日

124 小泉  和江 2月15日 178 潮見  シゲ子 7月23日 7月23日

125 河野  芙美子 7月13日 2月8日 179 重野  テル子 4月12日

126 河野  恭子 2月26日 180 七戸  節子 9月14日 2月13日

127 小島  三枝子 7月25日 181 篠原  治代 3月26日

128 小島  スゲ子 2月15日 182 渋沢  スミ 5月19日 3月12日

129 小嶋  眞喜子 3月13日 183 島崎  紀子 4月10日 4月10日

130 小杉  重宣 7月23日 2月4日 184 島田  恭子 8月24日

131 小谷  睦子 2月1日 185 島貫  義幸 2月5日

132 児玉  留美子 2月7日 186 下條  美恵 2月6日

133 後藤田  生子 8月29日 1月31日 187 周佐  君男 8月1日 1月28日

134 小林  正興 9月6日 188 東海林  夏江 2月5日

135 小林  輝美 1月28日 189 尚和  里子 11月30日

136 斉藤  やゆみ 7月23日 190 白石  さよ 8月17日

137 齋藤  郁子 4月11日 191 白石  勇 8月6日 8月20日 2月4日

138 斉藤  ユキ子 7月24日 192 神  夏江 8月24日

139 斉藤  千香子 3月6日 193 神内  義光 7月18日

140 齊藤  岩夫 3月13日 194 菅野  伸枝 2月5日

141 齋藤  陽平 2月21日 195 菅原  英子 2月1日

142 酒井  真紀 8月14日 1月29日 196 杉浦  眞由美 5月9日

143 坂上  敦子 3月1日 197 椙下  洋子 4月2日

144 坂田  ヨシヱ 7月30日 2月4日 198 杉田  鈴子 2月8日

145 坂本  鶴江 2月9日 199 杉谷  雅子 2月4日

146 佐川  尚史 4月11日 200 杉本  勝 7月13日

147 佐佐木  富二子 7月2日 201 鈴木  久子 7月13日 2月18日

148 佐々木  淑枝 7月27日 202 鈴木  慎治 4月12日 2月19日

149 佐々木  玲子 4月13日 203 鈴木  正子 5月8日

150 佐々木  光枝 1月31日 204 鈴木  昇 9月18日 2月1日

151 佐々木  美和 3月27日 205 鈴木  千佳子 1月27日

152 佐々木  幸子 8月30日 3月18日 206 鈴木  克子 1月29日

153 笹崎  美智子 2月13日 207 鈴木  輝久 2月13日

154 笹谷  麻佑子 2月5日 208 関  直子 5月2日

155 佐藤  良則 7月26日 2月21日 209 瀬口  貴子 7月24日 1月30日

156 佐藤  昭則 7月17日 3月8日 210 瀬野  佳代 7月25日

157 佐藤  けゑ子 7月17日 1月29日 211 瀬山  敬子 1月28日

158 佐藤  増子 7月13日 2月6日 212 仙島  鈴代 1月29日

159 佐藤  満子 7月27日 2月1日 213 平  布美江 1月29日

160 佐藤  道子 1月28日 214 高木  登美子 8月15日

161 佐藤  澄子 1月31日 215 高嶋  誠 8月9日 2月15日

162 佐藤  幸男 2月4日 216 髙清水  瑞子 2月20日

寄附日 寄附日
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氏名 氏名

217 高瀬  俊治 1月29日 271 中村  久子 7月26日 1月28日

218 髙野  紘子 7月18日 272 中村  利秋 2月22日

219 髙橋  園子 11月1日 273 永山  隆繁 2月1日

220 高橋  敬子 4月17日 274 南雲  常夫 7月13日 7月13日

221 髙橋  鉄太郎 1月29日 275 那須野  久美子 2月13日

222 滝口  富美子 8月1日 276 成田  昭雄 8月4日 2月5日

223 竹内  文 5月2日 277 成田  由子 1月31日

224 武内  カチ子 4月9日 1月28日 278 仁井  峰子 7月13日 1月28日

225 武田  久子 3月21日 279 新妻  洋子 7月18日

226 田代  愛 4月3日 280 西田  美知子 4月10日 2月18日

227 立塚  夏澄 2月12日 281 西野  正子 7月27日

228 館野  久子 7月17日 2月1日 282 西村  久子 7月17日

229 舘林  蝶子 7月18日 283 野崎  照子 2月13日

230 立道  輝久 2月12日 284 野崎  和子 7月19日 2月4日

231 田中  由美子 9月25日 285 野村  順子 7月13日 1月29日

232 田中  秀子 8月21日 8月21日 286 野村  幸子 1月28日

233 田中  真知子 2月8日 287 芳賀  誠次 2月4日

234 田中  鈴子 2月21日 288 羽賀  昭己 2月19日

235 田中  達 3月15日 289 羽賀  美代子 2月19日

236 田中  雅美 3月19日 290 橋本  めぐみ 3月21日

237 田邊  範子 2月6日 291 長谷川  隆 4月13日

238 谷井  和恵 8月3日 292 長谷川  博 1月31日

239 谷口  陽子 7月13日 293 長谷川  キイ 1月31日

240 谷島  龍子 3月1日 294 長谷川  花枝 2月13日

241 谷地  一子 9月5日 295 秦  美智子 7月22日 2月2日 2月2日

242 田畑  吉雄 7月25日 7月25日 296 畠山  寿美子 1月28日

243 田村  智子 2月12日 297 波多野  和位 2月1日

244 丹波  弘子 1月8日 298 畑原  文子 8月31日

245 千葉  澄子 7月25日 299 八田  由利子 4月11日

246 塚原  美奈 2月4日 300 羽二生  房子 7月24日

247 月井  ハルミ 7月17日 301 浜田  美喜子 3月25日

248 蔦  秀子 9月10日 302 林  克子 8月7日

249 妻鳥  靖子 1月28日 303 伴  絹代 5月24日

250 手繰  良子 7月18日 304 日野  静雄 7月27日 7月27日

251 寺田  弘子 2月28日 305 平賀  サチ子 2月4日

252 寺本  美久 7月20日 306 平田  美木男 1月29日

253 東郷  明子 2月5日 307 平野  武敏 2月10日

254 土岐  恵美 7月13日 7月13日 308 廣澤  郁子 8月3日 2月6日

255 所  美重子 7月25日 309 廣谷  スマ子 7月18日

256 富木  清政 1月28日 310 廣山  博美 3月11日

257 頓所  永三 2月12日 311 深井  眞佐子 2月18日

258 中井  智美 8月7日 312 深海  重久 2月21日

259 中川  敬子 2月5日 313 福田  美恵子 2月13日

260 中川  敏子 2月20日 314 福谷  榮子 3月12日

261 中澤  豊子 2月1日 315 藤井  栄子 7月17日

262 中澤  克子 2月7日 316 藤井  正枝 7月11日 7月11日

263 中澤  トミエ 2月27日 317 伏木  康弘 10月22日

264 中島  裕子 5月12日 8月8日 2月26日 318 藤田  数枝 2月1日

265 中田  信枝 2月12日 319 藤田  秋夫 2月4日

266 中西  恵理子 2月4日 320 藤野  幸子 2月13日

267 中野  節子 4月2日 321 藤本  やよい 5月15日

268 長濱  繁満 7月23日 322 藤本  健 3月5日

269 中村  眞理子 10月24日 323 藤原  久美子 3月12日

270 中村  貢 7月13日 324 藤原  マサヱ 3月14日

寄附日 寄附日
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氏名 氏名

325 渕本  政之 2月2日 379 森岡  アイ 2月6日

326 船橋  康太 1月29日 380 森上  洋子 7月24日 2月7日

327 ふまねっと９４６  2月13日 381 森﨑  正勝 11月27日 3月13日

328 ふまねっと網走1・2・3  6月3日 382 森下  英彦 10月26日 2月4日

329 ふまねっとサークル  3月19日 383 栁生  裕子 3月25日

330 古田  和枝 2月19日 384 薬師寺  清幸 8月1日 3月27日

331 法理  康子 2月1日 385 矢嶋  三男 2月14日

332 星山  道子 7月17日 386 安井  和子 8月1日 2月26日

333 細川  廣志 4月25日 387 安田  秀太郎 2月16日

334 細迫  玉美 2月12日 388 矢田  千夜子 8月7日

335 堀江  真澄 4月16日 389 藪谷  義雄 7月18日 1月31日

336 堀川  直子 4月19日 390 山内  敬子 7月18日 1月30日

337 堀川  裕之 2月4日 391 山内  真紀 2月20日

338 本間  郁子 7月26日 2月27日 392 山川  和江 8月3日 2月12日

339 本間  尚子 2月8日 393 山口  洋子 12月21日

340 前田  冷子 2月14日 394 山口  由紀子 2月28日

341 真柄  多佳子 9月3日 2月1日 395 山畔  年子 3月18日

342 牧  洋子 3月29日 396 山下  清一 1月28日

343 益子  美登里 4月13日 2月24日 397 山下  禎子 2月18日

344 増田  敦 3月13日 398 山田  由美子 1月29日

345 松井  梢 2月6日 399 山田  和枝 2月10日

346 松岡  正恵 3月6日 400 山本  和子 7月24日 1月29日

347 まっくねっと  9月20日 401 山本  朋美 2月12日

348 松田  カツ子 7月20日 402 山本  帝 3月4日

349 松田  洋子 1月29日 403 山谷  幸以 8月20日 1月30日

350 松田  鉄治 12月13日 404 結城  悦子 1月31日

351 松村  蔚子 2月1日 405 横井  美枝子 9月24日

352 松本  直樹 7月27日 2月12日 406 横川  好子 1月29日

353 松本  秀樹 7月26日 3月5日 407 吉岡  ゆう 3月27日

354 松谷  尉司 7月13日 2月8日 408 吉川  喜三 10月24日 3月25日

355 松山  友子 2月15日 409 吉川  貞子 10月24日 3月25日

356 三岩  澄子 8月1日 2月13日 410 吉田  密子 9月20日 3月14日

357 三浦  淑子 7月13日 411 吉田  ヨシ子 4月16日

358 三浦  啓子 2月5日 412 吉野  祐子 2月13日

359 三上  悦子 2月19日 413 吉見  嘉貢 2月6日

360 水野  章 7月19日 414 吉本  光夫 8月15日 2月8日

361 溝越  真理 2月5日 415 米林  真理子 3月8日

362 三橋  丈二 2月25日 416 若狭  泰子 2月13日

363 南坂  ひろ子 2月18日 417 若原  輝男 8月7日 3月5日

364 宮  厚子 1月30日 418 和田  弓 12月21日

365 宮谷内  秀樹 7月24日 1月29日 419 和田  咲子 7月30日 2月4日

366 宮岸  和子 2月20日 420 渡邊  悦子 10月10日 10月10日

367 宮崎  美津江 4月16日 7月23日 2月14日 421 渡辺  定之 4月11日

368 宮崎  ヨシ子 8月7日 422 渡辺  志奈子 7月19日

369 宮田  和子 7月31日 3月7日 423 渡部  ツギヨ 12月10日

370 宮出  久生 3月29日 424 渡邊  健一 4月10日

371 宮野  萬里子 1月28日 425 渡辺  小夜子 7月27日

372 宮本  澄子 7月13日 426 渡邊  裕子 1月27日

373 三好  主晃 1月29日 427 渡辺  美佐子 1月29日

374 向  志穂 8月1日 428 渡辺  智恵 2月8日

375 宗像  禮子 2月22日 429 渡辺  正機 2月13日

376 目黒  泰子 3月22日 430 渡辺  敏子 3月7日

377 元木  ひろ子 1月28日

378 森  深雪 5月9日

寄附日 寄附日
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平成 24 年 1 月に実施した正会員対象アンケートの集計結果 
 

本アンケートは、機関紙「ふまねっとひろば」2013 年冬号に同封して全会員に送付し、ファックスにて返信して

もらう回収方法で行われました。ご協力をいただいた正会員の皆様には、あつくお礼を申し上げます。お寄せい

ただいたご助言に添えるように今後とも努力して運営にあたってまいります。 

 

実施期間 平成 25 年 1 月中旬送付、平成 25 年 3 月 10 日締め切り。 

送信総数 2,935 件、 回答数 185 件、回答率 6.3 % 

回
答
者
内
訳 

所有資格 女 男 無回答 合計 

サポーター人数（平均年齢） 82(64.2) 29(63.0) 0 111(63.8) 

インストラクター人数（平均年齢） 56(57.4) 17(52.8) 1(62.0) 74(56.4) 

合 計 138(61.4) 46(59.2) 1(62.0) 185（60.8） 
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質問１ あなたは本法人のこれまでの活動のどのような点を評価するか自由に書いてください。 

1. 各会場で、ボランティアでふまねっと運動のサポ

ーターをしていて、 初は皆さん不安そうな顔を

していましたが、ステップが出来た時の満足そう

な笑顔がとても印象に残っています。ふまねっと

運動は、とても良い運動だと思います。 

2. 健康な人、高齢の人と誰もが参加できる運動で、

サポーターにもなれ、お手伝いが出来る仕事が

良いことだと思います。少しずつ頑張っていける

ことがよいと思います。 

3. 仲間づくりに、後遺症のある方のリハビリに役立

っております。ネットさえあれば少人数・多数と活

動が出来、またふまねっとひろばでの活動報告、

新しいステップも楽しみにしています。 

4. 高齢者の運動機能・認知機能向上に 適であり、

多くの高齢者に支持されている点。 

5. ①頭の切替が、大変良くなったと思う。②やる気

が充分目が輝いて楽しそう。③ヒザの悪い方も

歩かれるようになり、喜びの声に・・・・感動致す。 

6. 考えながらの楽しい動作を行える場が増えたこ

とは大変良かったと思います。参加者もサポー

ターも同じ人の集まりとなってきていますので、

どう活動を広げて行くかがこれからの問題と思い

ます。 

7. 機関紙により多岐に亘る活動の様子を知ること

で、改めて刺激されています。自己の勉強の場

として参加させていただいています。 

8. サポーター資格取得 一年ですので今のところ

あまりわかりません。 

9. 高齢者が参加できるだけでなく、スタッフとしても

参加していること 

10. 自分の体のためにと参加したことからこんなに楽

しく大勢の人のつながりが出来るものなんだと感

謝したいと思います。少しでも早く仲間と共にこ

のふまねっとで「人の和」「絆」が出来るよう努力

します。 

11. この数年、外科的なケガと内科を患ったために、

あまり外出することが少なかった。今年は出来る

でしょう？ 

12. ふまねっとひろばで、サポーターの活動報告を

よく参考にしています。ステップ指導も楽しいも

のに挑戦しながら約 1 時間、半月 1 回を頑張っ

ています。 

13. ふまねっと運動を開発したこと。その普及活動と

サポーターやインストラクター養成講座の開催、

機関紙の発行など全ての活動を評価します。こ

んなに参加者の笑いを誘う運動はありません。 

14. 指導者（インストラクター）がよく訓練されていて、

納得のゆくような指導をして下さり、地域に帰っ

てのふまねっと実施において参考になってい

る。 

15. ふまねっとの普及活動が年々増えていることに

大変良いこと。会員の展開に一層協力お願い

する。 

16. 高齢者も健康づくりの担い手になり得るという考
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え方に共感します。ふまねっとを通じて、歩行の

大切さばかりでなく、ひとりひとりが楽しめなくて

は何も長続きしないということに気づきました。 

17. ふまねっと広く認知させてきたこと。 

18. 月２回の活動ですが地域の高齢者の交流の場

になっている。 

19. 現段階では、サロンでのボランティア活動や公

民館で講座を開き、その都度広く受講者を募っ

ている。 

20. 地域での予防的な取り組み 

21. 仕事の関係で、研修会に参加していません。ふ

まねっとについて評価できませんが、今後研修

か参加について努めて参ります。 

22. 年齢関係なく催し事に楽しめてとてもいいことだ

と思います。その地区で、やってみたいという声

を聞くことがあります。 

23. 少ない予算（収入）で、少ない人員での活動は

大変だと思いますが、”ふまねっと”効果がはっ

きりしたら、指導料、講習料負担もあっても良い

と思います。 

24. 誰でもゆっくり、体調に合わせ少ない時間でも出

来る。笑顔が見ることが多くなり声を出して笑っ

て、穏やかな時が過ごすことが嬉しいです。 

25. この度のスキルアップ研修会は私達サポーター

にも大変良い勉強会をさせていただけること、本

当に嬉しく思います。ますます私達サポーターも

がんばって行きたいと思います。ありがとうござ

います。 

26. 東日本大震災のとき、被災地の方のとじこもり予

防にふまねっとを始められたこと 

27. 参加者同士の親睦が図れること。足の運動、頭

の体操に役立つこと。この運動の教室を開くこと

によるサポーター自身が（教室を開く準備、ステ

ップの予防、その日集まる参加者に合わせたア

イスブレーキングを考える。終わってからの反省

などで）、これに対しての意欲が出てきたり自信

がついてきたりで生き生きするようになると思う。

結局は自分自身の介護予防になると思う。 

28. 老若男女を問わず、楽しく参加できることです。

参加の方々の笑顔があれていることも素晴らし

いです。 

29. 地域住民への啓蒙活動はとても効果的だと思い

ます。 

30. 事業を移り、デイサービスで仕事をして、「ふま

ねっと」の活動を知られていなく「何？それ」と知

名度がないことに驚きました。インストラクターの

事業所に積極的に無料で活動を行ってほしい

です。ふまねっとの価格も高すぎです。「似たも

のを作れば？」と言われてしまいます。活動の内

容には評価しかねます。 

31. 私は色々がんばってインストラクターをとったも

ので今も月二回みんなとやっています。とても楽

しいです。 

32. たのしく気楽に参加できること 

33. スタート地点に立ったばかりですので、評価する

余裕などありません。すみません。 

34. サポーターの資格を取ってまもなく、メヌエール

になって目眩がするので全然活動していませ

ん。 

35. とても良い。資格者が増加したのも楽しく感ずる

（教育の義務化が必要でないか） 

36. 災害地での一助となれたこと。各地域住民への

運動は非常に大きい。行き届いた各地区での資

格者達への講習会。 

37. 東日本大震災地の被災者に「ふまねっと」健康

運動を奨めて、元気と生きる喜びを喚起し、その

様を会員に周知して一層の活動のために意欲

を高めている。 

38. 元気な高齢者が主役になれる。まちがわなかっ

たステップや人より上手くできたからなどではな

く、笑って楽しく指摘しない！！このようなことを

取り入れていること。運動ではなく教室としたこ

と。 

39. 機関紙に活動を掲載していること。予算的なこと
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があるが、アフターフォローをしているところ 

40. 脳と身体のズレを感じている現在、健康は自分

たちで考えるという考え方、素晴らしいと思いま

す。地域に根ざし、芽を広げて元気な暮らしが

出来ることを望みます。 

41. 私は初心者で、日が浅いのですが、ふまねっと

運動はとても良いなと思っています。特に、ゆっ

くりみんなで笑顔で出来ること。たぶんまだまだ

知名度が低いと思っていますので、微力ながら

少しずつ広めて行ければと思っています。 

42. 被災地支援事業の継続活動及び被災地支援に

サポーターが参加できたこと。研究会にサポー

ターが参加しやすいように会場が設定されてい

ること。機関紙により、情報を提供していること。 

43. 高齢化時代の到来に伴い、老人福祉関係費増

え、日本経済を圧迫し始めている。そんな中で

介護予防に絶大な効果がある「ふまねっと健康

教室」は、注目に値する活動だと思う。 

44. 参加者の自主性が発揮されるような進め方が大

変いいと思います。震災後の素早い反応にもと

ても感心いたしました。 

45. 東日本大震災地支援はとてもすばらしい活動だ

と思います。元気と笑顔の出るふまねっとです。 

46. 初は張り切っていましたが、身体を壊してから

私はついて行けないと後悔をしています。たしか

に、老人にとっては大変良い運動だと思います。

出来ることなら続けたいと思いますが。 

47. 高齢化社会において歩行や頭の働きが鈍くなり、

家の引きこもり等が多くなっている中で、ふまね

っと運動はみんなで喜んで集まり、声を出したり、

手をたたいたり笑いの中で楽しんでおります。会

員さんも増えて来ており非常によいと思います。 

48. 歩行機能の弱っている人に喜び自信が与えら

れる。仮設施設では喜ばれるが、それを継続す

る手段は・・・ 

49. ふまねっと運動は誰でも気軽に参加できて、又、

高齢者同士の交流にも成り頭も身体もすっきりし

て明日への活力になります。 

50. 全国的に広がり、それなりの効果を上げているこ

とは評価されている。 

51. 高齢者を受けてから担い手にしていく活動。安

全に注意して行うことを重視しているプログラム

を徹底している。フォローアップがある。 

52. どんどん大きく広がっていく様子を見ていると普

及活動の成果と思います。積極的な活動が大き

く評価する点です。 

53. 孤独な老人の楽しみを増やすという方向性を評

価します。 

54. 現在精神デイケアで仕事をしています。実際に

ふまねっとをすることはほとんどなく過ごしていま

すが、チャンスを見つけて行っていきたい。（以

前何回かプログラムを行ってみたが長く続かな

かった） 

55. 各地での講習会の開催、支部の結成が喜ばし

い 

56. 高齢者の転倒予防に大変有効。１．全国的に広

がっている認知症を予防するため、２．車いすの

方が歩けるように、３．正会員はあらゆる場面で、

普及活動・宣伝をしてほしい 

57. 被災地での支援でふまねっと活動は心身共に

元気づける大変すばらしいことだと思います。ス

キルアップ研修会もやはり必要なことですので、

忙し中で取り組んでもらえて嬉しいです。北澤先

生や他のスタッフの方たちの表情や言葉に相手

に対する思いやりと温かさがにじみ出て、人柄な

んでしょうか、ほっとする安心感がありますネ。頑

張ってください。 

58. 1.少人口の市町にも浸透してきたと思います。２．

参加者が「楽しかった。また参加したい」と思う指

導方針が大好き。３。仲間が増えたこと 

59. 普及活動と被災地支援 

60. 高齢者の健康とふれあい活動での活用がよい 

61. 面倒でも本部からの直接指導を重視する、ぶれ

ない指導とこの方法が良かったということを教え



42 

 

る研修会 

62. 北澤理事長の発案がこんなに大きく（被災地ま

で）なったことは会員の皆さんの活動の評価だと

思います。 

63. 被災地での活動による震災された方の運動不

足、会話不足の解消。高齢者のみではなく広い

世代で楽しめること。健康向上 

64. ふまねっと運動は認知度アップが素晴らしい。

会員増も評価される。一方急激に会員が増える

と会員のサポートが手に余るので、地区のセンタ

ーにもっと宣伝が必要。 

65. ふまねっとの普及に尽力されており、賛同いたし

ます。 

66. 各地でのサポーター養成講習会の開催、震災

地での成果が素晴らしい 

67. 1.誰でも気軽に楽しめるふまねっとの普及活動。

２．震災の被災者との交流 

68. 全国的に展開していることに応援したい気持ち

です。サポート、インストラクターの要請に本州

から参加さえれていることに活動範囲の広さを

評価します。 

69. 私たちの地域では、６０代～８０代以上の方が１

５名～１６名参加しています。２週に１度だったの

が毎週してほしいと愛好者からの希望でサポー

ターも３名と４名に分かれて毎週木曜日に１時間

３０分程度しています。地域の方の健康と仲間

づくりと楽しい時間を過ごす場でもあります。 

70. 地道な努力 

71. 多くの地域での講習の開催や、年数会の冊子

の発行がよいと思う。 

72. 先輩や体験者の話で、参加者の表情や少しず

つ元気になったという話を聞き、大いに広まると

思う。 

73. 東北の方にふまねっとを体験して頂き、サポー

ターの養成を一早く実行したことはすばらしいと

思いました。 

74. 高齢者の社会参加や生きがい作りの趣旨はとて

もよいと思います。ネットを踏まないで歩けること

もすばらしいのですが、家にいてテレビばかり見

ているという方が月１回でも「今日参加してよか

った！！」とか「みんなで笑えてよかった」などと

来たときよりも元気で帰られるのがうれしいです。 

75. 被災地支援活動等活発に活動しておられること

高く評価します。 

76. 高齢になっても、元気で楽しく生活していけるよ

うなふまねっと運動を作っていただき、普及にも

努力されていること 

77. 超高齢社会を迎えている中において健康を維

持して生活を営んでいくことは肉体的にも身体

的にも容易ではありません。でもこのふまねっと

運動が身近で気軽にでき、認知機能の改善はも

ちろんこと地域の人々と交流ができる楽しみが

増えて健康にもつながっていくと思います。この

ような運動の活動がすばらしいと思います。 

78. 私どものグループはまだスタートラインにたった

ところで実績はありませんが、機関紙「ひろば」

から幅広い人たちに心体両面から効果を上げて

いることや、その活動を広げようとしていること更

に予防にまで取り組もうとしていることがわかり、

今一番必要なことをされていると思います。 

79. 地域福祉のために活動する。ふまねっと運動函

館支部設立、今後の活動楽しみです。高齢者

の生きがい作りに活動に参加したいと思います

が、思うように時間が取れません。被災地支援

活動ご苦労様でした。 

80. 高齢者向けの運動で参加し易いのがよいと思い

ます。 

81. 一般の参加者はほとんど元気かまあ元気な人が

よい中、１人か２人ほど身体の不自由な人の参

加もあります。パーキンソン病の男性が７回のふ

まねっとの 後の日、背筋を伸ばして手を大きく

振り、スタ、スタと歩く姿を見て感動しました。本

人曰くこれは絶対ふまねっとのおかげといって

いたが自分の努力もあると思います。このような
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方たちをいろいろな会場で私たちサポーターは

出会っています。その都度感動し、感謝もして

おります。ありがとうございます。 

82. 現在、七飯町において「ふまねっと運動」がずい

ぶんと普及されてきています。これは「誰にでも

できる」「楽しい」ということが柱になっていると思

います。ふまねっと運動を考案された北澤先生

や学生さんに敬意を表します。 

83. 高齢化社会のニーズにあっていると感じる。中

高年の活躍の場としての役割が果たせている。

日本全国の更なる広まりに期待している。 

84. 東日本大震災被災地支援、ふまねっとインストラ

クター、サポーター養成講習、世代間交流、歩

行や認知機能の維持、改善等に大変役に立っ

ている思います。 

85. ふまねっとひろばの機関紙の定期的発行だけ

でもとてもためになっています。 

86. 1.ふまねっと運動の普及を図るためのデモンスト

レーション、無料体験教室 ２．そして、さらに普

及活動を高めるための指導員の養成活動の実

施 ３．指導員の組織化（支部結成） これらの

努力を高く評価します。敬意を表します。 

87. 高齢者にサポーター資格を取らせて生きがいに

つなげることは大変よいと思うが、少しでも長くま

た多くの高齢者を対象に考えると正会員費

2,000 円は本人にとって続けられるか？せめて

年齢制限で後期高齢者には半分でどうでしょう

か？ 

88. 今、現在（社協）の事業として行っている（デイサ

ービスセンターゆうゆう）の月2回「ふまねっと」の

（サポーター）に行っているのですが、2名～4名

交代制でゆうゆうの参加者に大変喜ばれてい

る。 

89. 活動拠点が北海道で何とするにも融通が利かな

い。東京の研修も高いし。大都市に支店を作り、

営業し、広めていってほしいと思います。認知度

を広げる努力が必要かと思います。 

90. 「ひろば」や報告でよりわかりませんが、次第に

普及されていることを評価。先日、「ラダー・ウォ

ーキング」体験した。お互いに協力しながら対象

者を拡大していければいいと思う。 

91. あっという間に全国に普及したのは、ふまねっと

の顕著な効果の現れとスタッフ一同のパワーを

感じる。 

92. 地域での開催時に指導について下さる活動は

ありがたいです。地域の高齢者の活動性が高ま

ってきています。誰でも気軽に参加できるという

ところがよいのではないでしょうか。 

93. 高齢者が地域福祉活動に参加する手段のひと

つとしてふまねっと運動を普及姿勢でいつも親

切丁寧な指導に感謝しています。 

94. ふまネットの普及のため、ふまねっとサポーター、

ふまねっとインストラクターの育成に取り組まれ

てきたこと、また、取得後の細やかなサポートを

していること。 

95. 地域の健康づくりとまちづくり活動の「担い手」と

してのプロモーションをしていくことはこれからの

少子高齢化を見据えて大変重要な役作りを果

たしていると思います。 

96. 高齢者（高齢期）の身体的・精神的バランス維持

にとって 1 つの方法としてとてもよいと思う 

97. 現在のところ、思い浮かびません 

98. 地域に根ざした丁寧な活動。被災地域における

ふまねっと運動の展開。 

99. 平成23年4月から近くの町内会館借りて（無料）

1 週間に 1 度続けていますが、運動が股関節の

手術でできなかった人が、 近は足が軽くなっ

たと言っていることや、2～3 人から出発したのに

今は 7～8 人になり、その中から 2 人が 2 月に釧

路でサポーター研修会を受けることになりまし

た。 

100. 地域、特に高齢者の健康づくり支援です。これ

からもよろしくお願いします。 

101. 積極的だと思う。 
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102. 無活動なのでまだ感想はない。今年より活動に

力を入れたい 

103. 介護予防の受け手と考えられてきた高齢者を担

い手にし、地域資源のひとつとしたこと。単なる

身体機能維持、改善としてではなく、認知機能

の維持改善としても効果を検証していること。指

導資格者に対して教室運営のアフターケアをし

ていること。統一した運営方法を小まめに発言し

ていること。資格者や団体を組織化すべく活動

していること。 

104. 年一回、実技指導をかねた講習会の開催は有

意義です。今年も開催を希望します。 

105. 基本動作、コミュニケーション、笑う、ほめる等、

特別の用具使用ではなく気軽にできることでい

ろんな機能が働いているということは、誰にでも

できることなので、とてもいいと思います。取り付

きやすいと思います。 

106. 高齢者が楽しみながら、健康を維持することに

支援。 

107. ふまねっと普及活動をして、本部のところでもふ

まねっと教室を開催する等。実践もできる。各方

面でふまねっとを運営している人の相談に乗っ

てくれる。 

108. どんなに遠くても出張し、活動するのはすごく魅

力的だと思う 

109. 地道に講習会開催に取り組まれ、サポーター、

インストラクターを養成して各地で健康をサポー

トする活動広めていかれたこと。東日本大震災

で被災地での支援に取り組まれ、息の長い支援

をされていること。講習会にさんかするとわかりま

すが、学術的な調査もされており、効果が科学

的に示されていること。本当にすばらしいことで

す。尚和さん、青木さんが優しく丁寧で頭が下

がります。 

110. 理論に基づいた活動が着実に広がっていく点を

大いに評価したい 

111. 道内各地で講習を開き、受けやすい体制を作っ

ているところ。被災地への支援。 

112. 昨年、研修を受け取得しましたが、まだ実践が

ありません。今年度インストラクターとサポーター

養成を企画し、実践に向けて準備中です。これ

からもふまねっと運動のスキルアップに指導よろ

しくお願いいたします。 

113. 「ふまねっと」の普及が全国的であること。すばら

しい活動実績があること 

114. 高齢化社会に生きる私たちが健康の維持と強

制の絆を深めていくために大変貢献されている

ことを感謝申し上げます。 

115. 誰にでも参加しやすいふまねっと運動を広める

活動 

116. 数多ある健康づくり運動の中でも、ふまねっと運

動は優れている。何より運動を得意としない自分

がサポーターになれ、地域の健康づくりに少し

でも役に立てていることです。 

117. 被災地支援の活動は、大変だったでしょうか、

素敵なことと思います。現地のサポーターの

方々の活動が永く続くことを願います。 

118. 看護が必要な人、その直前の人にはとても良い

心、脳、体にとって有効だと思う。 

119. いまでは日本のいろいろな地方にまで拡大、ご

活躍されていることにとてもうれしく思います。東

日本大震災地区で交流の場になっているという

報告にすばらしいと思います。楽しく身体を動か

すことで思わぬ輪が広がるということですね。リ

ーダーの進め方、やり方も問われるところだと思

います。 

120. ふまねっとサークルを作り、仲間と楽しんできま

す 

121. ふまねっとサポーター講習を受けてから余り活

動をしていないのでこれからも自分の老いととも

に皆さんと一緒にがんばりたいと思っていま

す！！ 

122. 精力的に各地に普及されている様子 

123. たのしめる、笑顔になる。集まる機会となるふま
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ねっとがすばらしいです。 

124. 定期的に機関紙をいただき、他の地域の様子

や新しいステップなどの情報を知ることができて

うれしい。 

125. スキルアップ研修があることはとても良いことだと

思います。都合で出られないこともあると思うの

で、各地区年に２回ずつあるとよりスキルの向上

につながると思います。 

126. 理事長のお人柄にふれ、尊敬がわき、がんばろ

うという気持ちが出てきます。誠実に・・・誠実

に・・・ 

127. 各地域の活動や情報の紹介など機関紙の発行

がとても参考になっています。 

128. 活動は有意義です。福祉センターのせいか、参

加者が多く皆さん楽しそうな姿が手に取るように

わかり、私自身も緊張感が身にしみています。ボ

ランティア活動続けたいですね。 

129. 北海道にとどまらず、全国的に指導に行ってい

るのは、とっても良いことだと思います。これから

もがんばってください。 

130. ボランティアとしてお金がかからないことで参加

する人がいること 

131. 一般の運動とはまったく違う運動ということを感じ

た場面がありました。しかし、そこまで理解するま

でが大変です。元気な人は、良さがわからぬうち

に、こんなものと思い、やめる人も多い。 

132. 平成 23 年度被災地支援事業～自分たちにでき

ることを呼びかけ、行動して続けていること 

133. みんなが楽しみながら参加してくださる。ふまね

っとの休憩時間には茶を飲みながらいろいろな

話もできるし、１週間に１度のこの時をみな待っ

ている。足の不自由な方が足が広げられること

ができた。忘れ物に注意をできるようになった、

など。 

134. 各地で開催し着実に普及されているとすばらし

く思う。個人で地元で１０回くらい開催しています

が、毎回評判がよく地域に広めていきたい 

135. 資格者の拡大。現地へきてくれること 

136. サロンなどで毎回活動し好評を得ています。

時々講習があると良いですね。 

 

質問２ あなたは本法人が今後どのような活動を重視すべきだと思うか自由に書いてください。 

1. 新しく、サポーター、又はインストラクターになっ

た方に、ステップ集（機関紙）を、1 部 300 円で

お分けしますと、知らせたら如何でしょうか。 

2. 初心を忘れず、裾広がりの活動を希望致しま

す。 

3. 遠くて会場に来られない方達は近くの公区を通

し 認知症予防にも効果があるとされている中

で、少しでもご家族に喜んでいただけるようなサ

ポート会員でありたい 

4. 名前だけのサポーターが増えています。この人

達をどう参加させるか？ 

5. 今は、ちょっとの間の活動しか出来ませんが、

老人会等の小グループでの活動範囲を広げて

いきたいと考えています。一人ではなかなか出

来ることはないので、関係団体、行政等へのア

ピールが必要かと思い、仲間を増やす場をつく

りたいですネ。 

6. 一般的にあまり知られていないと思うので、ＰＲ

が必要と思います。 

7. ふまねっとの価格を下げて普及推進する事 

8. 地域的もっと広がるといいなあと思っています。

年齢重ね、自分を想定してそのときにこういう交

流の場があれば縦・横のつながりが少しでも密

に繋がっていくと思います。 

9. いろいろな活動をしていてその中に生かしてい

ます。 

10. 高齢者施設での普及だけでなく、健康な高齢

者対象の活動、特に介護予防事業にこの運動

を組み入れられたらと思います。 

11. ふまねっとを実施するのにあれだけの内容のも
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のを説明、実技指導をするには、過去にそのよ

うな指導経験がないとなかなか出来にくい、サ

ポーターの研修が必要か？ 

12. ふまねっとのレベルを認知症レベルと予備軍レ

ベルに分けそれぞれ内容を変えて広い年齢層

に展開できるよう研究してほしい。 

13. 支部を全道的に誕生させる。誕生できるような

下支えが必要ではないでしょうか。運営のある

程度のノウハウがわかると取り組みが出来るよう

な気がします。もう一つは、行政の認知度を上

げるような働きかけが出来ないものでしょうか。

「ふまねっと」に対して「遊び」としてしか理解し

ない高齢福祉の行政担当者にはいつもガッカリ

させられます。 

14. ふまねっとよりもう少し簡単な運動は出来ないか。

研究してみてはいかがでしょうか 

15. 全国に活動の輪が大きくなる。大変良いと思っ

ております。既存の地域のマンネリ化を防ぐた

め、中央の情報、技術向上の研修等希望いた

します。 

16. 一つの講座として確立していくには、どうしたら

よいか？ただ講座を開いているだけでは継続し

ていかないと思います。 

17. 施設など中度から重度の人たちに向けたプログ

ラム作成 

18. 研修会に参加して地域に普及推進して参りた

いと思います。 

19. ふまねっとをして腰が痛く、病院に通院している

方の話を聞きました。もともと腰が痛かったのか

もしれません。その方はもっと元気になりたいこ

とから、通ったそうです。本人の意志で行動す

るので仕方ありませんが。（体調次第）でやるや

らないを判断した方がよい←利用者さん 

20. サポーター、インストラクターが共通の理解のも

とに指導できるようなスキルアップ講習を望みま

す。だんだん自分たちのところは・・・・ここはこ

れでいいの・・・とかが慣れと共にだんだん多く

なってきているように思います。自分流になるこ

とを心配しています。 

21. 近くの市町村での交流が出来るような何か、若

い人学生会員になってほしいと思います。 

22. 世間にもっとふまねっとが身近に活動できるよう

に、地道なＰＲが必要だと思います。その効果

がこれからの高齢者介護予防に大であるからで

す。また、受講料が高いのがネックです。参加

したくとも高価なことが原因で二の足踏んでしま

います。会員が増える、削減できることは手弁

当でもよろしいかと思います。その事が細く長く

継続できると感じました。 

23. 各地方にふまねっとが出来ました。私の町では

新しくふまねっとの勉強会の場ができました。先

日私達の教室の方の指導をお願いしますと隣

の町より依頼がありましたが隣の町にも教室が

あるのでみんなで相談をして断りました。私はそ

れではふまねっとを少しでも広めていくことが出

来ないのではないかと思います。そのときはどう

したらよいか？依頼してきた方は出来たら地元

は嫌だと話されていました。 

24. まずは、多くの人に参加してもらい、楽しんでも

らうこと。だんだんと回数を重ねることで、その中

からサポーターさんも増やしてゆくこと。介護老

人施設、デイケア施設、老人クラブ、サロン等で

の開設。 

25. 今後も今までのような活動を期待しています。 

26. 今まで通りでよいと思います。 

27. 知名度を上げるためにも、インストラクターのい

る事業所に行き、サポートしてほしい。「ふまね

っと」の重要さと正確な情報をインストラクターの

不足の部分をサポートしてほしいです。レンタ

ル料も高い購入額も高い。派遣料も高い。類似

品が出ても当然。 

28. 私は今後とも活動をしていきたいと思います。

自分自身のためでもありますのでやっていきま

す。 
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29. まだ、6 ヶ月弱なので私事でしか考えられませ

ん。ふまねっと運動は、歩行機能・認知機能改

善に大変友好的運動だと言うことを参加者の

方々へ理解していただきながら一緒に楽しむこ

とをモットーに歩んでいきたい 

30. 各都道府県に支部を作り、各支部での交流を

広げていきたい。例えば、佐世保ふまねっとクラ

ブとしてネットにて支部を紹介していただきた

い。 

31. サポーター、インストラクターの勉強会には力を

入れなければ。年間の勉強会の時間を設定し、

７０％以上のクリヤーしたものでないと。出前講

座の資格制限とか？ 

32. 一般受講者も各種団体・町内会等でふまねっと

の接点が多くなってきているので、受け取り方も

多様である。それだけ興味を持っているといえ

る。サポーターのレベルアップに繋がるようにご

一考下さいますようお願いを申し上げます。 

33. 行政や福祉団体を通じての活動は形式や権威

にこだわる傾向がある。肩肘を張らない指導に

心がけてはと思う。経験を重ねる毎にスポーツ

化が求められる。この抑制に苦慮する。 

34. インストラクターを東京で取得しましたがきっと

地元での講習があれば、もっと受講者が増え、

ふまねっとの楽しさを知ることが出来ると思いま

す。 

35. 実践から学び、研究を続け、成果を発表して下

さい。10 人くらいで定例でやっていると、サポー

ターが全体的に 1 人がやり、励ます時かネットを

張るなどもう一人はサブに徹した方がやりやす

い。逆に思うには、サポーターも実力がついて

きて、あれこれ言われるとパニックになりやす

い。 

36. ”ふまねっと”を知ってたくさんの方々の輪にな

ればよいですね。 

37. とにかく、一人でも多く理解していただけいるよ

うに、積極的に広めて聞きたいと思います。 

38. 全国への普及活動 

39. サポーター団体が所在する各市町村間の連携

の強化 

40. サポーターやインストラクターを増やしても、活

動してくれないと何の意味もない。彼らがそれ

ぞれの地域で、活動をしやすい様な支援体制

作りが必要。私達は介護予防の役を担っている

んだと認識に立ち、もっと積極的にこの運動を

推進すべき。自信を持って行政にも働きかけた

いものです。 

41. 道内だけでなく広く南の方までふまねっとを広

めて下さい。 

42. ふまねっとひろばに毎回出ているステップ指導

アドバイスを是非まとめて」1 冊のテキストとして

出版してほしいです。 

43. 網走町内の会員だけでも電話番号と名前を書

いた用紙があればと思います。 

44. 現在、区会及び施設の高齢者の人たちが喜ん

で参加してくれるので続けていきたいと思いま

す。 

45. 一人でも多くの人に声をかけて友人知人を作り

共に健康と笑い喜びを多くのかたに分かち合

いたいと思います。※会員さんもお友達に声を

かけて共々に楽しんでおります。 

46. 中心となっている北海道の本部の動きが離れ

た地域にうまく連動するにはどうすればよいか。

末端は交流が乏しく、自己流にもなりやすい。

ふまねっとすばらしいので購入したいが少々高

価である。 

47. 指導資格取得者で、実際に活動している人が

どれくらいの割合か知りたい。ペーパー資格者

ではもったいないので、それらの人たちがもっと

活動や参加しやすい体制を考えたら良い。 

48. 利用者に対するサポーターの意識改革。（指導

者としてではなく、仲間としての意識必要）運動

+健康に対する知識も必要。 

49. 総合型地域スポーツクラブの連携 
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50. サポーターが地域で活動するためのフォローア

ップ 

51. サポーターにフォローアップや悩み相談にのる。

サポーターの年齢が 70 代では、メールでは用

が足せないので、電話や合うことが必要であ

る。 

52. 老人が楽しさをもっと感じられるような内容を増

やしていってほしい。 

53. 北海道に会員拡大、非会員の関心を高めるた

めわかりやすいチラシが必要。今回ひろばの 3

ページのような図も入れたように、分かりやすい

ものが良い。 

54. 平成 12 年 1 月 14 日のような紹介と体験、P1 は

年１回は必要だと思うが準備がとても大変だと

思う。正会員・関係者は１人１名の高齢者を教

室に連れてきて、ふまねっと運動の良さを実感

してもらい、口コミで広がっていけばよいと思う。

サポーター同士の交流より新規開拓に力を入

れてほしい。 

55. 新年度、各市町村の介護予防事業や健康づく

り事業に取り入れてもらうように依頼文書を提出

してみてはいかがでしょうか。 

56. 社協主催のイベント参加など。 

57. 各支部とのつながりや、ふまねっとの安全で正

しい指導法についての情報提供 

58. 被災地支援、短時間でもスキルアップのための

研修会。 

59. 求めていただける場所があるのなら、一緒に行

いたい。 

60. ふまねっとの価格を安く、購入しやすいようにし

てほしい。サポーターも近隣であれば交通費も

必要ないので、会場費だけ参加者が払うくらい

が活動しやすい。 

61. 地域福祉にも貢献すべき。現在は市町村とそ

の出先機関、包括支援センターとまりで地区の

福祉担い手さん等のお手伝いができないと地

域福祉に貢献したとは思われない。 

62. できればインストラクター２級の資格を取りやす

くしてほしい。また、もう少し研修会を開催して

ほしい。 

63. 定期的にスキルアップ講習会を開催してほしい。

北澤先生のお話が聞けて良かった 

64. １．会員からのステップ案を採用する。２．スキル

アップ研修会の開催（①教室の運営時間の目

安、休憩時間の取り方②当番制の場合、サポ

ーターの負担について、各市町村と情報交換

③正会員の年齢層の情報提供） 

65. 札幌市内の早期全面的展開を早く実現される

といいですね。「それな～に？」という地区の方

が結構いらっしゃるので、残念に思います。 

66. 参加者も１人２人と増えてふまねっとなら無理な

く体を動かすので毎週できるので家のかなで躓

かない、足を引きずらなくなったと楽しみに来て

くれる人が多く、私も後期高齢者になってから

のサポーターですので、一緒に楽しみ、またが

んばりたいと思います。 

67. 町内のサポーターのグループが、町の介護予

防事業教室で月一回だけ試験的に実施（５回

ほど）しましたが、参加者の不評により中止にな

りました。介護予防を担うには、力不足だったよ

うな気がします。効果的な活動は難しいもので

すね。 

68. 以前の自分のように、多くの福祉従事者が本法

人の活動や「ふまねっと」について知らないこと

がたくさんあるので、少しでも多くを知ってもらえ

るようにしていけたらよいと思う。 

69. 会員が増えている割には、まだ地域に広まって

いないと感じる。マスメディア等、大いに使って

はどうか。 

70. サポーター養成講習時には基本をしっかりと指

導していただき、資格取得後すぐに健康教室

の担当ができるとよいと思うのですが、資格を取

ったばかりの方々のスキルアップも何度か機会

を作ってほしい！！ 
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71. 月１回（老人福祉センターの場合）というのは歩

行機能や認知機能の改善まではなかなか至ら

ないと思います。 

72. 「ひろば」No１６、P7 のような「ふまねっと」効果・

理論の記事を多くしてください。⑥に記入した

事項もよろしくお願いいたします。 

73. インストラクターの養成機会を増やし、デイサー

ビスやデイケア等医療関連者にも広めていただ

きたいと思います。 

74. ふまねっと運動が全国的に普及してほしいです。

そのためにも基本をきちんと守り、営利営業に

ならないこと、第一位に心身豊かになると病院

にも日々いかなくなり、友人もでき認知も改善さ

れると家族にとってもこんなに喜ばしいことはご

ざいません。重要なことは運営していく方々の

指導が大切になっていくと思います。 

75. 北海道だけでなく全国各地にこの活動が広が

ったらいいなと思います。 

76. 各地域の高齢者、今後ますます増えると言われ

ている認知症高齢者が進行を緩和することの

力にそして高齢者になっても生きがいを失わな

いように高齢者の生きがい作り力を入れていけ

ればと思います。 

77. スキルアップをしてほしいと思いますが・・・・本

部からは遠いので近場で 

78. 釧路市ではふまねっとをやっている人、知って

いるだけの人が多くいます。参加するには遠い、

車の運転はできない、足腰が弱い、その様な方

たちも沢山います。町内会単位でふまねっとを

することによって参加者も増えると思います。そ

の地区のサポーターの声賭けで高齢者の参加

もスムーズになると思います。 

79. 底辺まで普及されたなら、次は高齢者のスポー

ツとしてパークゴルフなどと同じように認められ、

国や町からの助成などが受けられるような組織

作りができたらと・・・・思います。 

80. 支部組織拡大が今いっそう進むとよいと思う。

それに伴い、支部活動費が必要となるが・・・。

提案ですが、会員の会費をたとえば 3,000 円／

年会費として、その一部を今より少し高めに支

部活動費として利用する案はいかがでしょう

か？ 

81. 今後とも、東日本大震災被災地支援の継続、

ふまねっと運動の有効性の周知、スキルアップ

研修会の増量などです。 

82. 超高齢化が進む現状で、脳も身体も 後まで

元気に使える老人がひとりでも増えるために、

息の長く続く活動のための支援やグループの

立ち上げやプログラム開始するときの支援があ

れば心強いです。本部と距離的に遠いので難

しいとは思いますが。 

83. １．楽しい「ふまねっと教室」の普及と支部間交

流 ２．「認知機能改善 8 週間プログラム

ver.2.0」の検討と作成 ３．大きな支部の組織

強化 

84. 超高齢化になって、問題となっているのは 60 代

70 代の認知症になる人が多いことです。ふまね

っとも予防になるのですが、他に「心わくわく」す

るものを考え出してほしい。笑顔になれるくらい

で何か考えてほしいです。 

85. 今後老人クラブ（連合会）にももっと広げていき

やすいと思います。 

86. 営業（全国）他国への認知度の方法、売り込み。

（特許ふくむ）論文の閲覧等。ふまねっとに関す

る書籍（改善点、向上点、地域性導入例）執筆

活動。会員の拡大。特に、新会員が活動する

（できる）ための手ほどき。地域での活動状況の

お知らせ（札幌市の場合、区内か）。 

87. 発祥である足元の地盤固めとして釧根の市町

村への普及に力を入れてもらいたい。 

88. このまま継続していけることを願っています。ま

た、一工夫が求められてきているようにも思いま

す。 

89. サポーター等の有資格者が増加する一方、高
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齢化が進み活動が停滞するのをどう支援できる

のかをご検討ください。 

90. 各町内会などへ働きかけ、一般の多くの人たち

への理解と協力を広めて活動できるよう浸透で

きればよいのではないかと思う。 

91. 多くの市町村の住民を健康づくりに取り組むき

っかけ作りには 良のプログラムだと思います。

「まだまだ、いやもう無理」という高齢者にも対応

できるふまねっとをどんどん広めて行ってくださ

い！ 

92. 草の根的に地域にも手軽に活用できる「ふまね

っと」を望みます。 

93. 北海道外においても可能であれば講習会を開

催していただければと思います。今後ともよろし

くお願いいたします。 

94. 今までと変わらない活動でよいと思います。 

95. ふまねっと運動の効果をもっと直接的に広報し

ていくべきだと思います。データと検証結果が

あるので訴える力はあると思います。又、地域

に存在するサポーターを有効に活用して行政

にももっと働きかけていってほしいです。 

96. 会員各自、地域で数多くふまねっとを実施する

努力を心がけたいと思っています。 

97. 広く、多くの人が参加するために、サポーターを

養成するのですが、ボランティア活動している

人が多いと思います。「7,000 円出してまで・・・」

という声を聞くことがあります。5,000 円以内であ

れば、受講してもいいと思うようです。インストラ

クターは反対に値上げしてもよいのではないか

と思います。指導者となることであれば、お金を

出しても取得したいでしょう。ボランティアを考え

ると多くの人が健康であるように多くの人に参加

しサポートしていく人を育てるためには、もう少

し安くしてもいいのかなと思います。 

98. 道外での普及 

99. 気軽に地域に出て指導する 

100. 引き続き、学術的な研究の取り組み及び発表。

サポーター、インストラクターの養成スキルアッ

プ講習の拡大。さまざまなステップについて広く

学ぶ機会を設ける。今後ネット環境がかくだい

されているようですが、活用できる会員ばかりで

は内容に思います。それが気になります。 

101. 貴法人の海外含め今後のご活躍をご祈念申し

上げます。 

102. 今までと同様、地方を大切にしてほしい（札幌

は講習を受ける機会も沢山あるが地方は少な

いので） 

103. 教室は楽しく参加できる。無理なく身体を動か

すことが重要と思いますが、一方で教室参加者

の客観的評価についてはしっかりと取り組む必

要があると思います。よろしくお願いいたしま

す。 

104. 「ふまねっと」が人気で利用者様も楽しんでいた

だけていますが、動きを注目されたり、人前で

間違うことに抵抗のある方もおられます。「ふま

ねっと」に続く新たな健康運動の開発というとと

ても大変なことだとは思いますが、期待していま

す。 

105. 高齢化社会に対応した支援活動を 重要とし

ていただきたい。認知症対策は各施設に重度

指導員を養成されると良いと思います。（※潮

見老人クラブは毎週月曜日を（ふまねっとの日）

を定めて実施しています） 

106. 更に活動を広め参加しやすい体制作りの支援

を。例、現在の市町村での支部（各 1）体制のみ

ではなく、もっと少人数でのグループでも活動

できる組織のほうが小回りの利く活動になるの

ではないかと思っています。 

107. 運動の総括をするセンターであってほしい。定

期的なスキルアップの研修もあれば参加したい

です。 

108. 養成講習の案内を、現在 3 月までの予定を知ら

せて（ひろばにて）もらっていますが、もっと早め

に予定を知らせていただきたく思います。職場
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で、受講したいかた、また職場の日程を組めな

いのでせめて 6 ヶ月前までに日程を教えていた

だきたいです。ステップ指導アドバイスをもっと

取り入れてください。 

109. 健常者のグループにも使えると思う。対象を明

確に分けて、指導法を作成したらよいと思う。本

部の方法を守ろうとして健常者に指導すると嫌

がられる。ふまねっとの理念を持って健常者へ

の指導も有効だと思われる。（実践して感じたこ

と） 

110. 毎回、みんなが良く知っている歌にのせて身体

を動かせるのはいいですね。１曲覚えるのに、

時間がかかるのもあるし、覚えやすいのもあっ

てとっつきやすいものとなりました。リーダーが

みんなのふれあいをどう進めていくかが大切に

なってくると思います。 

111. 今のまま継続してほしいと思っています。 

112. 今後もより一層の普及が進み、より多くの人が

ふまねっとを楽しめるようになるといいと思いま

す。 

113. 地域住民が参加したいと思うが、養成講座ふま

ねっとの価格が高いとすぐにふまねっとが活用

できないことが多い。そこの改善策を教えてほし

い 

114. 月１回の教室開催なので、介護予防より集いの

場、会場に来ることまでが介護予防の意味合い

が強くなっています。そんな現状での状況を常

に把握してご指導をお願いしたいと思います。

私たちからも発信させていただきます。 

115. 資格取得者のフォロー研修の充実。 

116. サポーターの定着化 

117. スキルアップのための研修会 

118. 出前講座のように、無料講習会大いに行えれ

ばと思います。その際、交通費はほしいですね。

サポーターになった時点で、高齢者向けの健

康教室、地域にとっては健康づくり大歓迎です。

マットが自己負担はいただけないですね。やは

り本部で用意すべきかと。 

119. 新しいサポータさんは、新しいステップを要求し

たがりますが、今回の広報のように何回も繰り返

すことが大切をモットーに広げて行きたいと思う。

古いステップも繰り返すとできないことがありま

す。 

120. 介護老人入居者の場合のステップを考えてはと

思います。一般のステップは無理です。横行き

のときふらつきが多く、横行きステップは使って

いません。前進のみで手を入れたり、入居者の

場合は木をついた人、車椅子、歩行器、足腰が

弱っています。しかし、その回を待ってくれてい

ます。 

121. とても、良いことですが、サポーター（１２～１３

人）の方の責任の度合い、たとえばパークゴル

フ・ゲートなど沢山やっている方は夏場になると

サポーターの方が自分の当番でも来なくな

る・・・いつも同じサポーターに寄りかかりすぎる。

６ｋｍ以上も車で走って行っても車代も出ない。

サポーターの方々にもいろいろな人がおり「き

つい」言葉で参加者に言ったりする。サポータ

ーは何もえらくはない。～研修が必要ですネ。 

122. サポーターがいる各県でスキルアップ講習会等

開催してもらいたい。サポーターの交流会等定

期的な開催を希望 

123. 行政への働きかけ。 
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「ふまねっと共同研究センター」設立のためのご支援をお願いします。 

 

理事長 北 澤 一 利 

 この平成 24 年度事業報告書「ふまねっとボランティアシャトル」では、当法人の活動が、青

森、静岡、佐賀の各県や被災地まで広がった実績を報告させていただきました。これらの活動

は、本法人を応援して下さっている皆様からのご寄附のおかげで実現したものでした。この場

を借りて、あらためて心よりお礼を申し上げます。誠にありがとうございました。 

 さて、ふまねっと運動がこのように全国に普及することができた背景には、もう一つ、ふま

ねっと運動の研究実績があると考えられます。高齢者の介護予防、歩行機能改善や転倒予防、

認知機能改善の研究は、今後もさらに力を入れて取り組む必要があります。またその他に、子

どもの教育、いじめの予防、障がい児の発達支援のための研究などの課題は山ほどあります。

これらの研究は、今後の社会貢献につながる大変重要な課題であると考えられます。 

 そこで本年度は、皆様からご寄附を仰ぎ、ふ

まねっと共同研究センターを設立したいと考

えております。共同研究センターは、正会員は

誰でも共同で利用できる研究室です。センター

の設置場所は決まり次第お知らせします。今年

度は、この共同研究センターの設置と環境整備

を行いたいと思います。そして、できればそこ

に重心移動や歩行速度と加速度が計測できる

歩行分析機械を購入したいと考えております。

購入を希望する機械は、GAITRite という名前

の機械で、アメリカの CIR Systems という会

社の製品です。購入には約 400 万円が必要と

なります。この機械を購入することができれば、

ふまねっと運動による重心移動調節機能の改善効果を検証する研究に取り組むことができます。 

その他に、この共同研究センターでは、歩行機能や認知機能の評価方法の研修を行います。

看護師、理学療法士、作業療法士、介護福祉士、およびサポーターの皆さんはいつでも参加す

ることができます。また、病院や福祉施設の職員が現場で直面している課題の解決や研究発表

を支援します。それによって、地域住民、施設利用者、患者の皆さんの健康や社会参加、超高

齢化時代の介護予防や介護保険財政の健全化に貢献できると信じております。 

 そこで、度重なるご寄附のお願いで誠に心苦しいのですが、この「ふまねっとボランティア

シャトル」をご覧いただいた皆様には、どうか共同研究センター設立にご支援を仰ぎたく、心

よりお願いを申し上げる次第です。誠にお手数ではございますが、一口 3,000 円にて、巻末で

ご案内する口座までご送金を下さるか、事務局までご一報をいただきたくお願い申し上げます。 

寄附金で購入を希望している歩行分析機械 

「GAITRite」 （CIR System 社製） 
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ご寄附のお願い 

平成 25 年度も、本法人の被災地支援活動、ならびにボランティア支援、研究活動にご理解と

ご支援を賜れますよう重ねてお願い申し上げます。ご厚志を賜れます場合は、誠に恐縮ではご

ざいますが、郵便局備え付けの青色の振り込み用紙をご利用の上、以下の口座よりご送金を下

さいますようお願い申し上げます。 

 寄附金送金先  ゆうちょ銀行（記号）０２７８０－１ （口座番号）６８７０５ 

  加入者名 特非）地域健康づくり支援会ワンツースリー 

 

寄附金の税控除を行う方法について 

 個人が支出した政治活動に関する寄附金のうち政党若しくは政治資金団体に対する寄附金で

一定のもの、認定 NPO 法人（仮認定 NPO 法人を含む）若しくは公益社団法人等に対する寄附

金で一定のもの、又は震災関連寄附金のうち特定震災指定寄附金については、「1 寄附金控除の

適用」を受けるか、「2 寄附金特別控除（税額控除）の適用」を受けるか、どちらか有利な方を

選ぶことができます。（以下、国税庁のホームページより） 

1 寄附金控除（所得控除方式） 

○寄附金控除は次の算式で計算します。 

（その年中に支出した特定寄附金の額の合計額）－(2 千円）＝（寄附金控除額） 

 注 1：特定寄附金の額の合計額は所得金額の 40％相当額が限度です。 

2 寄附金特別控除（税額控除方式） 

○認定 NPO 法人等寄附金特別控除は次の算式で計算します。 

(その年中に支出した認定 NPO 法人等に対する寄附金の額の合計額－2 千円)×40％＝(認定

NPO 法人等寄附金特別控除額※) ※100 円未満端数切捨て 

注 2：寄附金の額の合計額は原則として所得金額の 40％相当額が限度です。 

注 3：特別控除額はその年分の所得税額の 25％相当額が限度です。 

3 控除を受けるための手続 

 ご自身で１寄附金控除または 2 寄附金特別控除のいずれかに関する確定申告書を提出します。

NPO 法人地域健康づくり支援会ワンツースリー事務局では、平成 25 年 1 月から 12 月までの

一年間に合計 3 千円以上のご寄附をいただいた方に、平成 26 年 1 月中に「寄附金の受領証」を

郵送いたしますので、これを平成 26 年 3 月 15 日までの確定申告時にご提出下さい。 

                                            

平成 24 年度 仮認定 NPO 法人地域健康づくり支援会ワンツースリー事業報告書 
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